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平成26年11月末日現在(前月比)
●人口：31,518人

前月比（+６） 
●男：15,307 人……（+９）
●女：16,211 人……（-３）

●世帯数：12,671 世帯……（+17）

還付申告センターをご利用ください ……

ドリーミング　ファミリーコンサート ……

P2・3

P9

クロスワードを解いてお年玉プレゼント!! …

P4
　2月5日(木)・6日(金)、志免町のシーメイトで所得税の還
付申告の相談や受付を行います。

　「アンパンマンのマーチ」などを歌っている双子ユニット「ドリーミン
グ」がコンサートを行います。チケット発売は1月13日(火)からです。

　お正月特別企画としてプレゼントを用意しました。クロ
スワードを解いて応募ください。

としょかん通信
スポーツ・ナビ
クリエイトスポット
オアシス健康ネット

………… 8
………… 8
 …… 9
… 10

社協だより
防犯ふくおか
いちいちきゅう

………… 11
……… 12
…… 13

☎092（947）1111（代表）
FAX 092（947）7977（代表）

新年を迎えるにあたり、町長・議長からごあいさつを申し上げます。

2015 年　　迎　春
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
素
晴
ら
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成
27
年
の

新
春
を
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

去
る
12
月
14
日
に
投
開
票

さ
れ
た
、
第
47
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
で
、
与
党
が
定
数

の
３
分
の
２（
３
１
７
議
席
）

を
上
回
る
３
２
５
議
席
を
獲

得
し
ま
し
た
。
最
大
の
争
点

と
な
っ
た
安
倍
政
権
の
経
済

政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
な

ど
の
信
任
が
得
ら
れ
た
と
し

て
、
12
月
24
日
に
第
三
次
安

倍
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
度
の
安
倍
内
閣
の
も
う

一
つ
の
大
き
な
政
策
の
柱
は

「
地
方
創
生
」
で
あ
り
ま
す
。

今
後
日
本
は
、
待
っ
た
な
し

の
高
齢
化
社
会
に
突
入
い
た

し
ま
す
。
日
本
で
一
番
元
気

が
い
い
と
い
わ
れ
て
い
る
福

岡
都
市
圏
、
そ
れ
を
支
え
て

い
る
わ
が
糟
屋
郡
に
お
い
て

も
同
様
で
す
。
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
こ
ど
も
た
ち
に

大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
我
々
自
身
が
わ

が
町
の
、
わ
が
地
域
の
、
そ

し
て
わ
が
国
の
方
向
性
を

し
っ
か
り
示
し
て
行
動
し
て

お
か
な
い
と
、
流
れ
に
任
せ

た
行
政
運
営
で
は
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
態
に
陥
ら
な

い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
21
日
の
衆
議
院
解
散

直
前
に
「
地
方
創
生
」
の
柱

と
な
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
案
」
が
成
立

し
、
年
明
け
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
す
。

　

篠
栗
町
で
も
早
速
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

案
」
第
10
条
に
掲
げ
て
あ
る

「
市
町
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
に
向
け
て
検
討
に
入
り
ま

し
た
。
国
は
「
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い

る
自
治
体
や
、
困
難
な
状
況

を
打
開
し
よ
う
と
努
力
し
て

い
る
現
場
」
に
手
を
差
し
伸

べ
よ
う
と
し
て
お
り
、
全
国

の
町
村
に
等
し
く
支
援
す
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
今
後
は
、
地
域
の

町
村
に
先
駆
け
て
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
策
定
を
は
じ
め
、「
バ

イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」

の
可
能
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
歩
み
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

地
方
創
生
担
当
の
石
破
大

臣
か
ら
は
、「
今
ま
で
も
列

島
改
造
、
田
園
都
市
構
想
、

ふ
る
さ
と
創
生
と
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
今

度
の
地
方
創
生
は
、
も
う
後

頃
か
ら
篠
栗
町
議
会
活
動
に

対
し
、
温
か
い
ご
理
解
・
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

年
頭
に
当
た
り
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
福
岡
で
は
特
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
「
軍
師

官
兵
衛
」の
大
河
ド
ラ
マ
で
、

幾
度
も
起
承
転
結
と
い
う
場

面
が
あ
り
ま
し
た
。
歴
史
は

一
分
一
秒
の
積
み
重
ね
で
あ

り
、
一
つ
一
つ
の
出
来
事
が

次
な
る
行
動
を
促
す
こ
と
に

よ
り
結
果
が
生
じ
ま
す
。
そ

の
一
連
の
史
実
が
後
の
世
の

人
か
ら
見
て
、
歴
史
と
い
う

表
現
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
考
え
る
と
歴
史
と

い
う
流
れ
の
中
に
、
私
た
ち

も
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
篠
栗
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定

作
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

町
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

方
向
に
導
く
べ
き
か
を
再
設

定
す
る
と
い
う
、
住
民
に

と
っ
て
重
要
な
要
素
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
委
員
が
任
命
さ

れ
て
、検
討
会
議
を
開
催
し
、

「
赤
ち
ょ
う
ち
ん　

会
議
の

時
よ
り　

意
見
出
る
」
な
ど

と
川
柳
に
詠
ま
れ
な
い
よ
う

に
、
自
分
の
思
い
を
率
直
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　

種
を
ま
く
こ
と
の
大
切
さ

や
芽
生
え
た
命
を
育
て
る
難

し
さ
、
そ
れ
に
も
勝
る
楽
し

さ
や
感
動
の
数
々
。
そ
の
一

端
を
担
え
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。現
在
、マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
定
案
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
幅
広
い

ご
意
見
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

わ
ず
か
２
年
間
で
の
改
選

と
な
る
衆
議
院
議
員
選
挙
が

年
末
に
行
わ
れ
、
与
党
が
大

勝
し
ま
し
た
。
私
た
ち
選
挙

民
が
日
頃
か
ら
、
国
会
議
員

を
自
ら
育
て
る
気
概
で
議
員

の
言
動
に
関
心
を
持
ち
、
叱

咤
激
励
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
広
く

捉
え
れ
ば
世
界
あ
る
い
は
日

本
と
い
う
国
、
狭
く
て
も
居

住
す
る
地
域
の
歴
史
に
自
分

自
身
が
関
与
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
、
お
互
い
積
極
的

に
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
た

い
も
の
で
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
篠
栗
町
議

会
議
員
も
４
月
に
は
改
選
期

が
な
い
と
い
う
危
機
感
と
、

そ
れ
に
対
し
国
と
地
方
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
も
う
と

い
う
連
帯
感
。
以
上
の
点
で

今
ま
で
の
取
り
組
み
と
は
違

う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

政
府
は
で
き
る
こ
と
は
最

大
限
の
こ
と
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
ど
う
か
共
に
こ
の
国

を
、
山
を
、
川
を
、
そ
し
て

海
を
、
次
の
時
代
に
残
す
た

め
に
、
手
を
携
え
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
心
か
ら

お
願
い
す
る
」
と
先
の
全
国

町
村
長
大
会
で
話
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
町
村
長
の
背
中

を
力
強
く
お
し
て
い
た
だ
い

た
こ
の
お
話
に
、
私
は
武
者

震
い
し
、気
持
ち
も
新
た
に
、

篠
栗
町
の
「
地
方
創
生
」
元

年
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
自

分
た
ち
の
町
の
こ
と
は
自
分

「
町
史
に
足
跡
を
残
そ
う
」

篠
栗
町
「
地
方
創
生
」
元
年
に
む
け
て

た
ち
の
手
で
」
と
い
う
自
治

の
原
点
に
し
っ
か
り
と
軸
足

を
置
き
、「
篠
栗
町
の
個
性

の
創
造
」
を
目
指
し
て
、
篠

栗
町
の
「
地
方
創
生
」
元
年

の
平
成
27
年
を
職
員
一
丸
と

な
っ
て
粉
骨
砕
身
努
力
し
て

ま
い
る
こ
と
を
お
約
束
い
た

し
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
が
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

平
成
27
年
１
月
１
日

篠
栗
町
長

三
浦　
　

正

を
迎
え
ま
す
。
現
職
時
だ
け

で
な
く
後
々
ま
で
も
責
任
を

負
う
覚
悟
を
持
っ
て
議
会
運

営
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
が
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
１
日

篠
栗
町
議
会
議
長　今

泉　

正
敏
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クロスワードを解いて
お年玉プレゼント !!
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   応募方法
郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を書いて、
下記の要領でお送りください。
　・はがきの場合／〒 811-2492　福岡県糟屋郡
　　篠栗町大字篠栗 4855 番地 5
　　篠栗町役場まちづくり課　宛て
　・メールの場合／ info@town.sasaguri.fukuoka.jp
　※件名に「お年玉プレゼント」と表記ください。
　・FAX の場合／ 092(947)7977
　　篠栗町役場まちづくり課　宛て
   応募締切
1 月 30 日（金）17 時　※郵便は当日消印有効

  プレゼント

◆篠栗伝説 1 本（篠栗町観光協会様より）
◆みかん（10㎏）  1 箱（岩田商店様より）
◆篠栗産減農薬・自家製米（10kg）  2 袋
◆こんにゃくセット 3 箱
　（㈱やきやま様より）
◆ぐりっこカルタ 3 セット
　（ぐりっこかるたを作ろう ! 会様より）

 ※当選者は商品の発送をもって代えさせて
　 いただきます。

　1月号の特集は、30マス× 30マス
の大きなクロスワードパズル。3ペー
ジにある「カギ」をヒントに解いてく
ださい。篠栗町に関する問題もありま
す。カギのヒント「A群参照」「B群参照」
には、地名が入ります。3ページ右下
の「A群」「B群」から一つ選んでマス
を埋めてください。
　緑色のついたマスの文字をA～ Tの
順に並び替えてできる文章が答えです
ので、それを書いて応募ください。抽
選ですてきなプレゼントが当たります。

●解答は 2月号に掲載します。
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タテのカギ
１　Ａ群参照。
２　出る――は打たれる。
３　――マネジメント。
４　２・４・６・８…。
６　兄弟姉妹の娘。
７　Ｂ群参照。
８　物の表面を覆う薄い
皮。
９　33番札所「本名院」は、
霊場巡拝の最初であること
から、こう呼ばれます。
11　旧暦５月、梅雨時期
の晴れ間。
12　投てき種目のひとつ、
――投げ。
13　ミイラが巻いていま
す。
14　ヘチマもカボチャも
これの仲間。
15　ものごとが終わった
あとも残る風情や味わい。
16　ぼんやりと覚えてい
ること、――覚え。
18　篠栗町の町花。
21　神社などで、祈願成
就のために書きます。
23　十二支の２番目。
24　ミラクル。
28　Ｂ群参照。
30　町内の小学校は、芝
生化しています。
32　「婚姻」の対義語。
33　Ａ群参照。
34　子どもの子ども。
36　ダーウィンが提唱し
た「――論」。
38　エンジェル。
39　――に沿って話を進
める。
41　山より低く、傾斜の
ゆるやかな地形。
45　百聞は――にしかず。
46　髪をとかすときに使
います。
48　液体や気体などを運
搬、貯蔵する容器。
49　篠栗産の米や水を
使って作られた本格米焼酎

「篠栗――」。
51　哺乳類の呼吸方法。
52　英語で「海」。
53　Ａ群参照。
54　Ｂ群参照。
55　Ｂ群参照。
56　Ｂ群参照。
59　――人。豆――。
61　紙に書いた絵を何枚
もめくって話を進めます。
62　住んでいる家や所。
63　足の指の先の部分。
65　うわべだけのうまい
言葉で、心や中身が備わっ
ていないこと。
67　篠栗町では、今年は
１月11日に行われます。
69　Ｂ群参照。
74　歌では、こたつで丸
くなるそうです。
75　Ｂ群参照。
78　四季のひとつ。
79　ロシアで生まれたコ
ンピュータゲーム。
81　篠栗町では、平成 21
年３月に認定されました。
84　Ｂ群参照。
85　頭部の全面。目や耳、
鼻や口がある。
87　あばら骨。
88　ひな祭りにこのお吸
い物が出てくることもあり
ます。
89　宝塚が有名です。
90　児童福祉施設で子ど
もの保育を行う人。
93　焼肉などで出てくる
牛の第一胃の俗称。

95　可燃――。不燃――。
96　茶の大成者、千――。
98　石川県にある半島。
101　十二支の10番目。
102　野球場やテニスコー
トもある町内にある運動公
園の通称。
104　失敗などが、偶然に
良い結果をもたらすこと、
――の功名。
105　物事に対応する方法
として、対象物を捨ててし
まうこと。
109　ウオーキングやエア
ロビクスは――運動です。
111　五感のひとつ。
113　他人のこれがうるさ
くて眠れない。
116　体操種目のひとつ。
117　小学生のころ、鉄棒
でよく練習しました。
118　にぎりでもちらしで
もない寿司です。
120　篠栗町の中心を東か
ら西へ流れる河川。
122　他人のふりをして活
動すること。
125　真面目なさま。
127　干物を焼いたものが
おいしい魚。
129　英語で「カギ」。
130　漢字には――読みと
訓読みがある。
132　荒田高原へ行く道
は、その咲く花の名前から

「――ロード」と呼ばれる。
134　めったにないこと。
138　金属――機。逆――。
139　岩石の多い、海・湖
などの波打ち際。
142　北勢門校区にある―
―児童館。
145　自分で自分をほめる
こと。
148　丸くて細長く、中が
空洞になっているもの。
150　「ヨコ 100」に併設
されています。
151　人や車両の交通のた
めに設けられた地上の通
路。
152　穀類、豆類の種子を
人為的に発芽させた新芽。
154　一本のロープを引っ
張り合う競技。
156　時間の――。
158　頭部と胴体をつなぐ
部位。
159　空気中にある気体。
植物の光合成に必要。
161　和服における男子正
装の一種。
162　労働者を雇っている
個人や企業などの組織。
163　５月５日は――の節
句。
164　ある人や会社などが
引き受けた仕事を、さらに
引き受けてすること。
165　才能がない。
166　針――。永代――。
168　住宅の中にある部屋
のひとつ。
169　はっきりと見えるさ
ま。物事が公になるさま。
171　英語で「目」。
176　深緑の半透明な宝石
のひとつ。
178　「 ヨ コ 303」 で は、
12 月に涅槃像の――払い
が行われます。
180　いかにも知っている
ようなそぶりをすること。
182　イタリアのサッカー
くじ。
183　アメリカ国防総省の
本庁舎の通称。
185　浦島太郎が助けた動

物。
186　周囲がすべて敵や反
対者で、助けや味方がいな
いこと。
189　オリンピックで２位
だとこのメダルがもらえま
す。
190　Ｂ群参照。
193　三重県にある神社、
――神宮。
195　若杉山の頂上付近に
ある寺。近くには善人しか
通れないとされる「はさみ
岩」も存在。
197　寝るときに使いま
す。
198　空を飛ぶ乗り物。
200　英語で「近い」。
201　太平――。大西――。
203　ひとつにまとめるこ
と。天下――。
205　秒、――、時、日。
207　物事のはじまり。発
端。
208　往信と返信がありま
す。
210　「前半」の対義語。
211　クリスマスにトナカ
イがひいています。
212　海に生息する 10 本
足の生物。
215　ファースト――。フ
レンチ――。
217　福岡タワーの北側に
広がる海辺地区の名称。
220　夜に車の照明を点け
ていないと違反です。
222　ズボンの下に履きま
す。
223　雀百まで――忘れ
ず。
225　考えていた状態と非
常に違っていること。
227　今年の干支。十二支
の８番目。
229　レシーブ・――・ス
パイク。
231　量より――。
233　剣道の決まり手。
234　第５次篠栗町総合計
画「ささぐり　みんなの　
――」。
235　Ｂ群参照。
239　キロの千倍の単位。
241　パーフェクト。
242　礼拝や集会などで歌
われる、神をたたえる歌。
244　「タテ 23」の頭に生
えています。
246　枝打ちなどに使われ
る刃物。
247　篠栗町の町鳥「キジ
バト」はこう鳴きます。
248　お父さん。
249　東北地方の土産物と
して有名な木製の人形。
250　自暴自棄になるこ
と。
252　福岡県の県花。
256　付け入る――がな
い。
257　地表を覆う物質層。
259　36 番札所。紅葉の
名所でもある。
260　――開始。天覧――。
264　敵に――を送る。
266　所有――。人――。
267　贈り物の金品などを
包むのに使用する布。
269　Ｂ群参照。
270　プレアデス星団。
272　独身女性の姓に冠す
る英語での敬称。
273　Ｂ群参照。
274　耳がかゆいときに使
います。
276　Ｂ群参照。
277　親子――。カツ――。

278　――は投げられた。
279　布団などをカバーす
るのに用いる布。
281　Ａ群参照。
284　体にまとうもの。
287　たたきが有名です。
288　スポーツでボールな
どを味方に渡すこと。
290　英語で「食べる」。
292　種から芽を出して間
のない草や木。
293　十二支の７番目。
296　格さんの相方。
297　つぶ――。こし――。

ヨコのカギ
１　自転車で出かけよう。
５　夜景はきれいで、天気
のいい日はパラグライダー
が飛び立ちます。
９　Ａ群参照。
10　Ａ群参照。
13　篠栗北交差点にある

「ささぐりーん――」。
17　パスカルの名言「人
間は考える――である」。
19　――に腰掛ける。
20　「下」の対義語。
22　十両より上の階級。
25　魚――。――竿。
26　「鬱

うつ

」状態の対局症状。
27　――にほへと…。
29　――のねも出ない。
31　12月 25日。
34　柔道で、主審が試合
を中断するときの合図。
35　25年。
37　――板に水。
39　英語で「10」。
40　篠栗の夏の風物詩「篠
栗――夏まつり」。
42　青森県が産地として
有名な果物。
43　小・中・――・大。
44　今では、小学校の授
業でも習います。
47　２月14日。
50　活用語の連体形に付
く文語体の接続助詞。逆接
の確定条件を表す。
51　廃――置県。
53　鶏肉と野菜を一緒に
炊き込んだごはん。九州の
郷土料理。
56　男性を指す三人称代
名詞。
57　終わり。
58　Ｂ群参照。
60　若杉山を訪れ、加持
修法によって人々を救済し
た、真言宗の開祖。弘法大
師。
62　旅行用のカバン。
64　授業中にすると注意
されます。
66　どんなになくても７
つはあるらしい。
68　Ａ群参照。
70　「派手」の対義語。
71　余った時間。
72　一・十・百・千・――。
73　――より高いこいの
ぼり。
75　――道。国――。
76　秋の味覚。ごはんや
土瓶蒸しは絶品。
77　威力などで相手を押
さえつけようとするさま。

「――な物言い」。
80　一時――。利用――。
82　証書・願書などの決
まった書き方。
83　我が身をつねって人
の――を知れ。
86　太陽の周りに見える
自由電子の散乱光。
88　泣きっ面に――。

89　上顎が長く鋭く伸び
ている魚。
91　――・義・礼・智。
92　母親に代わって子育
てをする女性。
94　急いで食べると頭が
キーンとなります。
97　ごく短い時間。ちょっ
との間。
99　金を提供する元とな
るものや場所。
100　文化交流の場である
篠栗町総合センター「――
篠栗」。
103　Ｂ群参照。
106　大事な物はここに入
れます。
107　蛇が――を巻く。
108　ジョッキー。
110　篠栗町商工会のゆる
キャラ。みんなに愛されて
います。
112　――に二言はない。
114　「香魚」とも書く魚。
115　雨が多い時期。
117　秋を代表する魚。
119　ある鳥にちなんで名
づけられた果物。
120　生活の――にする。
121　心理的、物理的に行
動の妨げになるもの。
123　非常に博学で、あら
ゆる言葉の意味に精通する
人物。
124　十二支の７番目。
126　現在、――郡は桂川
町のみである。
128　おばあさんに扮した
オオカミが出てきます。
129　地図で上の方角。
130　刻んだときに粘り気
がでる野菜。
131　――水産省。
133　後日まとめて勘定す
ること。
135  ネイル。
136　アプリコット。
137　自動車などの通行を
方向別に区分するため、道
路に標示された線。
140　「男子」の対義語。
141　有志とともに八十八
ヶ所すべての本尊石仏を彫
り、篠栗四国の形態を作り
上げた人物。
143　「タテ 239」の千倍
の単位。
144　指図すること。
146　利益を失うこと。
147　コンピュータで画像
を扱うときの、色情報を持
つ最小単位。
148　英語で「２」。
149　――試験紙。
153　割合。歩合。
155　板状や粒状のものが
ある。キシリトール。
157　穴が開いている練り
物。
159　土佐――。更級――。
160　ライオン。
161　パンクブーブーの黒
瀬純さんとバッドボーイズ
の佐田正樹さんは、「篠栗
町ふるさと――」です。
165　――で野菜を作る。
167　平安時代の前。
169　モーニング。
170　社会に――する。
171　投――。地引き――。
172　世間一般の意見。
173　勢門校区にある――
児童館。
174　「生産」の対義語。
175　金銭感覚が――す
る。
177　凱旋門。エッフェル
塔。トリコロール。

179　結婚式のウエディン
グドレスやタキシードはだ
いたいこれ。
180　鳴渕川上流にある名
勝「――ノ滝」。
184　団体や組織が、その
主義主張や活動の宣伝のた
めに発行する新聞。
187　篠栗町の町木。
188　Ｂ群参照。
190　ドイツの自動車会社

「メルセデス――」。
191　――に釘。
192　腕――。砂――。
194　カードに書いたり、
語呂合わせで覚えたり…。
196　目が回ってくらくら
します。
199　初夢で良いとされる
もの「一富士・二――・三
茄子」。
200　地図で左の方角。
201　仕事の合間などの自
由に使える時間。
202　篠栗町は旧篠栗町と
旧――村が合併したもの。
204　楽曲を演奏記号や符
号などの記号によって書き
表したもの。
206　 サ ー モ ン ――。
ショッキング――。
207　自分自身が嫌になる
こと。
209　Ｂ群参照。
210　惑星・衛星などの核。
211　野球で、走者が塁か
ら塁へはしること。
213　ファルセット。
214　性格や気分がのんび
りとしていること。
216　天気の具合。
218　物を保存・収納する
ための建造物。
219　巨峰。マスカット。
220　――が通れば道理
引っ込む。
221　地面より下にある
水。
223　兄弟姉妹の息子。
224　最近では四角いもの
もある夏によく食べる果
菜。
226　あるものを嫌って避
けること。
228　人数が１であるこ
と。
230　85 番札所「郷ノ原
観音祖聖大寺」の近くには、

「――岩」と呼ばれる岩が
ある。
231　証明――。――道。
232　女性の鉄道ファンは
こう呼ばれます。
234　小説「坊っちゃん」
の登場人物。
236　暑いときにあおぎま
す。
237　Ｂ群参照。
238　家に誰もいません。
239　小麦粉などに水と塩
などを加えた生地を細く長
くしたもの。
240　うっかりして心が行
き届かないこと。
242　別の話題に移るとき
に用いる接続詞。

243　ふぐのちりなべ。
245　Ｂ群参照。
248　都道府県の長。
249　Ａ群参照。
250　お湯を沸かすときに
使います。
251　萩尾区には、篠栗小
学校の――があります。
253　慶事における進物や
贈答品に添える飾り。
254　篠栗九大の森にある
大きな「――池」。
255　プロレスの試合形式
の一種。
258　「得意」の対義語。
260　強風などの悪天候で
海上が荒れること。
261　ギャンブル。
262　――リング。ワン―
―。
263　ごはん。
265　――は友を呼ぶ。
266　ショート――。チー
ズ――。
268　オリンピックで１位
だとこのメダルがもらえま
す。
269　温泉やトレーニング
ルームもある篠栗町総合保
健福祉センター「――篠
栗」。
271　木やプラスチックで
できた直方体や三角柱、円
柱のおもちゃ。
273　旅館や食堂などを取
り仕切る女性。
275　やくと呼ばれる花粉
が入った袋があります。
278　気の向くままに歩く
こと。
280　春になったら土手な
どに顔を出します。
282　問うこと。設問。
283　昨年 10 月から無料
になった「八木山――」。
285　光の三原色。赤・緑・
――。
286　大豆を原料とした加
工品。篠栗町でも生産して
います。
287　宴席ではこの合図で
酒を飲み始めます。
289　つぶやくこと。
291　Ｂ群参照。
292　――ダムの周辺には
芝生広場や公園など憩いの
場が多くあります。
294　胸や腹の反対側。
295　篠栗にはこれを使っ
た羊かんやゼリーなどがあ
ります。
296　 ―― 新 聞。 ――
ニュース。
298　輪郭だけ描かれた図
形や模様の中に、色を塗り
わけて楽しみます。
299　篠栗校区にある――
児童館。
300　Ｂ群参照。
301　サウンド。
302　スピード――。フィ
ギュア――。
303　篠栗四国八十八ヶ所
霊場の総本山。１番札所。
巨大な涅槃像は有名です。

Ａ群
宇美・粕屋・古賀・篠栗・
志免・新宮・須恵・久山

Ｂ群
城戸・山手・山王・上町・中町・下町・高田・
金出・萩尾・大勢門・新町・庄・尾仲・若杉・
乙犬・和田・津波黒・田中・明治・池の端・
ベンタナヒルズ
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香
椎
税
務
署
と
管
内
の
市
町
合
同
で
、
所
得
税

の
還
付
申
告
の
相
談
、
受
付
を
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
還
付
申
告
の
相
談
に
は
、
税
理
士

や
税
務
署
の
職
員
が
応
じ
ま
す
。
確
定
申
告
期
間

中
は
毎
年
大
変
混
雑
し
ま
す
。
還
付
申
告
を
す
る

方
は
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
営
業
、

不
動
産
貸
付
収
入
、
土
地
、
株
式
、
建
物
な
ど
の

譲
渡
・
贈
与
・
相
続
に
関
す
る
相
談
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
税
務
署
で
相
談
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
と
は

　

年
間
の
所
得
税
額
が
、
給
与
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
た
額
を
下
回
り
、
税
金
が
還
付
さ
れ
る
確
定
申
告
の

こ
と
で
す
。
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
や
住
宅

ロ
ー
ン
で
自
宅
を
購
入
（
建
築
な
ど
）
し
た
場
合
は
、
税

金
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

還付申告センター

【志免会場】
志免町総合福祉施設シーメイト

　

確
定
申
告
（
還
付
申
告
）

に
は
、
源
泉
徴
収
票
や
領
収

証
・
証
明
書
な
ど
が
必
要
で

す
。

 【
必
要
書
類
の
代
表
例
】

１
、
収
入
の
証
明
書
／
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
退
職

所
得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
の

収
入
金
額
を
証
す
る
書
類

２
、国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

な
ど
の
領
収
証
、国
民
年
金
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

な
ど
の
控
除
証
明
書

※
役
場
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
額
が
確
認
で
き

ま
せ
ん
。
再
発
行
が
必
要
な

方
は
、
東
福
岡
年
金
事
務
所

〔
☎
（
６
５
１
）
７
１
２
９
〕

か
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
・

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
〔
☎
０
５
７
０

（
０
５
８
）
５
５
５
〕
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

方
は
、
医
療
費
の
領
収
証

４
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
る

方
は
、
寄
付
金
の
領
収
証

５
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る

方
は
、
障
害
者
手
帳
、
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

※
給
与
所
得
者
の
方
で
、
２

や
５
を
年
末
調
整
に
提
出
し

で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

く
だ
さ
い
。

②
復
興
特
別
所
得
税
の

記
載
も
れ
に
ご
注
意
を
！

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49

年
分
ま
で
、
復
興
特
別
所
得

税
（
原
則
と
し
て
そ
の
年
分

の
所
得
税
額
の
２
・
１
％
）
を

所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納

税
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

作
成
す
る
際
は
、「
復
興
特
別

所
得
税
」
の
記
載
も
れ
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
平
成
26
年
分
消
費
税

課
税
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
消
費
税
率
が
５
％
か
ら

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。こ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作

成
す
る
際
は
、
課
税
売
上
げ

や
課
税
仕
入
れ
な
ど
に
つ
い

て
、
適
用
税
率
ご
と
に
区
分

し
て
計
算
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
平
成
26
年
４

月
以
降
に
行
わ
れ
る
取
引
の

場
合
で
も
、
経
過
措
置
に
よ

り
旧
税
率
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

最
寄
り
の
税
務
署
へ
問
い
合

せ
い
た
だ
く
か
国
税
庁
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

の
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら

せ
（
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
関
係
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

香
椎
税
務
署　

☎
（
６
６
１
）
１
０
３
１

◆
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
内
の
「
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

・
ア
ド
レ
ス
（https://

w
w
w
.keisan.nta.go.jp

）

を
入
力

・﹇
確
定
申
告
﹈で
検
索
し
て
、

所
得
税
（
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
）
を
ク
リ
ッ
ク

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
の
計
算
や
申
告

書
の
作
成
な
ど
が
簡
単
に
で

き
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
申
告
書
作
成
方
法
〉

①
入
力
画
面
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
収
入
額
な
ど
を
入

力②
税
額
な
ど
が
自
動
で
計
算

さ
れ
、
申
告
書
が
完
成

　

病
児
保
育
ル
ー
ム
「
コ
ス

モ
ス
」
で
は
、
病
気
の
治
療

中
や
回
復
期
の
た
め
、
保
育

所
や
学
童
保
育
所
で
預
か
る

こ
と
が
で
き
な
い
お
子
さ
ん

を
対
象
に
預
か
り
を
し
て
い

ま
す
。
篠
栗
町
・
粕
屋
町
・

久
山
町
の
合
同
に
よ
る
広
域

事
業
で
す
。

●
実
施
施
設

　

大
坪
医
院
（
粕
屋
町
若
宮

２
―
９
―
５
）

　

Ｊ
Ｒ
福
北
ゆ
た
か
線
原
町

駅
下
車
、
徒
歩
３
分

●
対
象
／
生
後
６
か
月
〜
小

学
３
年
生

●
定
員
／
３
人

●
開
設
日
／
月
〜
金
曜
日　

　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

●
休
業
日
／
土
・
日
、
祝
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
、
医
院
の

臨
時
休
診
日

●
料
金
／
１
日
１
７
０
０
円

（
利
用
時
間
が
４
時
間
以
下

の
場
合
は
１
０
０
０
円
）

※
大
坪
医
院
で
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。
診
察
、
治
療
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
別
途

実
費
が
必
要
で
す
。

●
必
要
書
類

・
病
児
保
育
事
業
利
用
登
録

申
請
書
・
病
児
保
育
事
業
利

用
申
込
書
・
病
児
保
育
ル
ー

ム
コ
ス
モ
ス
連
絡
票
・
持
ち

物
・
本
日
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト

※
い
ず
れ
の
書
類
も
大
坪
医

院
、
役
場
こ
ど
も
育
成
課
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

た
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
書
類

は
不
要
で
す
。

６
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
（
自
宅
を
購
入
、
建
築
ま

た
は
増
改
築
な
ど
）
を
受
け

る
方
（
平
成
26
年
に
入
居
）

は
、
Ｈ
Ｐ
（
国
税
庁
・
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）
か
、
税
務
署
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
必
要
書
類

を
確
認
く
だ
さ
い
。

※
上
記
の
書
類
の
ほ
か
に
印

鑑
、
還
付
金
振
込
先
の
銀
行

な
ど
の
口
座
番
号
（
本
人
名

義
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

電
卓
、
筆
記
用
具
も
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

①
平
成
26
年
分
の
申
告
期

限
と
納
期
限
は
次
の
と
お

り
で
す

所
得
税
・
贈
与
税

　

 
３
月
16
日
（
月
）

個
人
事
業
者
消
費
税

　
　

・
地
方
消
費
税

　

 

３
月
31
日
（
火
）

　

香
椎
税
務
署
で
は
、
確
定

申
告
相
談
会
場
を
２
月
９
日

（
月
）
か
ら
開
設
し
ま
す
。

★
受
付
時
間
／
９
時
〜
16
時

★
所
得
税
の
還
付
申
告
は
１

月
以
降
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

★
土
・
日
、
祝
日
は
、
休
み

で
す
。
た
だ
し
、
２
月
22

日
、
３
月
１
日
の
日
曜
日
に

限
り
、
確
定
申
告
の
相
談
を

行
い
ま
す
。

★
税
務
署
の
駐
車
場
は
１
月

以
降
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

ご
注
意
く
だ
さ
い

申
告
時
に
必
要
な
物

香
椎
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

③
申
告
書
の
提
出
方
法
を
選

択
し
、
提
出
し
て
完
了

「
書
面
提
出
を
選
択
」

↓
申
告
書
な
ど
を
印
刷
し
、

添
付
書
類
と
一
緒
に
郵
送
な

ど
で
税
務
署
に
提
出
。

「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ 

を
選
択
」

↓
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送

信
。

◆
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ 

を
利
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
？

・
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉

徴
収
票
な
ど
の
提
出
を
省
略

で
き
ま
す
。

・
還
付
申
告
は
通
常
よ
り
速

く
還
付
さ
れ
ま
す
。

※
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ 

に
は
、
住

基
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

な
ど
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
香
椎
税
務
署　

☎
（ 

６
６
１
） 

１
０
３
１

・
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー

ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０
（
０
１
）
５
９
０
１

　

篠
栗
町
議
会
12
月
定
例
会
で
「
祝
日
に
各
家
庭
に
国
旗
の
掲

揚
を
求
め
る
決
議
」
が
議
員
発
議
で
提
出
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

◇
決
議
内
容
（
概
要
）

　

現
在
「
国
民
の
祝
日
」
は
一
年
に
15
日
あ
り
ま
す
が
、
祝

日
の
意
義
が
今
日
で
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
篠
栗
町
で
祝

日
に
国
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
一
般
家
庭
は
、
非
常
に
少
な
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
祝
日
が
持
つ
意
味
な
ど
を
改
め
て
考
え
、
日

本
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
、
我
々
大
人
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
に
よ
り
、
祝
日
に
各
家
庭
へ
国
旗
掲
揚
を
求
め
る
こ

と
を
決
議
し
ま
す
。　

　

祝
日
の
意
義
を
改
め
て
考
え
、
祝
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

　

２
月
５
日
（
木
）・
６
日
（
金
）

●
時
間
／
9
時
30
分
〜
11
時

　
　
　
　

13
時
〜
15
時

●
問
い
合
わ
せ
／
香
椎
税
務
署

　

☎
（
６
６
１
）
１
０
３
１

自
宅
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
定
申
告
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
」 

　
　
　

 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

    

利
用
方
法　

○
事
前
登
録　

　

利
用
に
は
登
録
が
必
要
で

す
。
病
児
保
育
事
業
利
用
登

録
申
請
書
を
作
成
し
（
子
ど

も
１
人
に
つ
き
１
部
）
大
坪

医
院
へ
提
出
し
ま
す
。
毎
年

度
、
登
録
が
必
要
で
す
。

○
申
し
込
み

　

原
則
と
し
て
利
用
前
日
の

17
時
30
分
ま
で
に
電
話
で
予

約
し
ま
す
。

　

利
用
当
日
、「
病
児
保
育

事
業
利
用
申
込
書
」
と
「
病

児
保
育
ル
ー
ム
コ
ス
モ
ス
連

絡
票
」
を
提
出
し
ま
す
。

○
承
諾
・
利
用

　

問
診
し
て
承
諾
を
受
け
た

後
に
、
利
用
で
き
ま
す
。

※
「
病
児
保
育
ル
ー
ム
コ
ス

モ
ス
連
絡
票
」
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
か
か
り
つ
け
医
に
受

診
し
た
際
に
医
師
か
ら
記
載

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
大

坪
医
院
で
受
診
し
た
場
合
に

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
話
予
約
先
、
書
類
提
出

先
は
大
坪
医
院
で
す
。

●
持
っ
て
い
く
も
の

・
健
康
保
険
証
、
乳
児
医
療

証・
着
替
え
（
紙
お
む
つ
な
ど
）

・
弁
当
（
離
乳
食
・
粉
ミ
ル

ク
な
ど
）
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ

・
役
場
こ
ど
も
育
成
課
（
内

線
２
５
２
）

・
大
坪
医
院　

☎
（
９
３
８
）
２
８
５
９

祝
日
に
は
国
旗
掲
揚
を

　〜
議
員
発
議
で
決
議
〜

病
児
保
育
ル
ー
ム

「
コ
ス
モ
ス
」
か
ら
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　宝くじ文化公演「桂文枝独演会」
が11月 29日、クリエイト篠栗大
ホールで行われました。
　チケットは9月に前売り券が発
売されましたが、数日で完売。公演
では、桂三実・桂三若・桂三語の文
枝一門、そして桂文枝が上方落語を
披露し、2時間にわたり、満員の会
場を大いに沸かせました。

宝くじ文化公演

　(一財 )自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事
業として、地域の人々に上質な事業を提供し、明るいコミュ
ニティ活動の充実・強化を図ることで、地域社会の健全な
発展と住民福祉の向上に寄与することを趣旨としたもの。

　「第1回全国小学校ラジオ体操コ
ンクール」が開催され、勢門小学
校が特別賞を受賞しました。
これは、かんぽ生命が、多
くの小学生に、元気にラ
ジオ体操をする機会を増
やし、健康増進に役立て
てもらうことを目的に開催したものです。

　「日頃のラジオ体操への取り組み」と「ラジオ体操第一の体操風景」
を収録した動画作品が、400を超えるチームから応募され、正確性だけ
でなく明るさや元気さなどが審査されました。
　勢門小学校は、5年生10人・6年生4人の14人で参加。1年生にラ
ジオ体操を教えるため、また校内に体操を普及させるために動画を撮影
していたもので、それを応募したところ、今回の受賞につながりました。
　昨年11月の伝達式には、6年生の4人が出席し、主催者側から賞状な
どが手渡されました。6年生の岩坪くんは「一生懸命体操の練習をしまし
た。きつかったけど、特別賞をもらえたのでとてもうれしい」と話しました。
おめでとうございます。

　篠栗小校区づくり実行委員会主催の「第7回 篠っ子ふ
れ・あいコミュニティフェスタ」が11月 15日、クリエ
イト篠栗で開催されました。
　ステージイベントをはじめ、ものづくりなどを教えて
もらう体験コーナー、スタンプを集めてチャレンジする
抽選コーナーなどが行われ、篠栗産の食材で作られた試
食が配られると、あっという間になくなりました。

　集まったボランティアは、子どもだけでも150人ほど。自分たちで
地域を盛り上げようと行動するパワーと、地域の人同士がふれあうぬく
もりがあふれ、大盛況のイベントとなりました。

　「セブンイレブン記念財団　九州森
林スポーツフェスタ2014 in ささぐ
り」が11月16日に開催されました。
　森林マラソンやウオーキングに加
え、今回は新たにネイチャーゲームを
取り入れた「森林体験教室」を実施。
約1,000人が参加し、晩秋の篠栗の森
を走り、森と親しみました。
　また、フェスタ終了後には、森林保全活動として篠栗森づくりの会に
よる植樹が行われ、参加希望者とともに若杉楽園にヤマモミジ30本を
植樹しました。

宝くじ文化公演が開かれました

税の作文で国税庁長官賞

ラジオ体操で特別賞

考えよう  相手の気持ち  育てよう  思いやりの心
～町の人権週間の取り組み～

　12月 4日から10日までは、人権週間でした。町では多くの人に人権
尊重の重要性や必要性について理解を深め、豊かな人権感覚を身につけ
てもらうことを目的として、映画の上映や街頭啓発を実施しました。
　また、クリエイト篠栗で、町内小・中学生の人権に対する思いがこもっ
たポスター・標語作品を展示しました。
　「思いやりの心」や「いじめの問題」など、人権の大切さについて、も
う一度考えてみませんか。

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合
会は、将来を担う中学生が、税に
ついて関心を持ち、正しい理解を
深めることを趣旨として、毎年、
中学生から「税についての作文」
を募集しています。
　今年は、篠栗中学校3年の三

み

舩
ふね

千
ち え こ

瑛子さんが国税庁長官賞を受賞
しました。三舩さんは、平成21

年7月に篠栗町を襲った豪雨災害での体験をもとに、
「税金が救う災害」という作文を書き、納税の大切さ
を訴えました。
　国税庁長官賞は全国で40人。三舩さんは「びっ
くりしているが、受賞できてうれしい」と話しました。
　また、篠栗北中学校3年の福島匠くんが、香椎税
務署管内納税貯蓄組合連合会長賞を受賞しました。

森
を
走
る
。
森
と
遊
ぶ
。

元
気
い
っ
ぱ
い
！　

輝
け
篠
っ
子
！

　

篠
っ
子
ふ
れ
・
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
開
催

国税庁長官賞を受賞した三舩さん（右）

福島匠くん
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北
勢
門
小
学
校

勢
門
小
学
校

M
Y
 S
C
H
O
O
L TO

P
IC
S

　
　
　

 M
Y
 S
C
H
O
O
L TO

P
IC
S

　
　
　

 M
Y
 S
C
H
O
O
L TO

P
IC
S

　
　
　

 M
Y
 S
C
H
O
O
L TO

P
IC
S

　
　
　

  M
Y
 S
C
H
O
O
L TO

P
IC
S

　
　
　

 M
Y
 S
C
H
O
O
L TO

P
IC
S

　

７
月
に
全
校
児
童
で
田
植
え

を
し
た
後
、
５
年
生
が
中
心
に

な
っ
て
、
草
取
り
、
害
虫
・
タ

ニ
シ
駆
除
、
か
か
し
立
て
な
ど

の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
５
年
生
は
も
ち
米
の
成
長

の
様
子
を
全
校
に
知
ら
せ
た

り
、調
べ
学
習
を
し
た
り
し
て
、

学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
11
月
６
日
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
保
護
者
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
受
け
、
稲

刈
り
を
し
ま
し
た
。
３
・
４
年

生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
少
し

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、

５
・
６
年
生
に
な
る
と
、
と
て

も
手
際
よ
く
稲
を
刈
り
取
る
こ

　

10
月
に
入
る
と
稲
刈
り
を
し

ま
し
た
。
１
年
生
は
落
ち
穂
を

拾
い
、
２
年
生
は
６
年
生
に
教

え
て
も
ら
っ
て
、
一
株
ず
つ
丁

寧
に
刈
り
ま
し
た
。
次
々
に
脱

穀
さ
れ
る
稲
の
束
を
見
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
は
収
穫
の
喜

び
を
体
感
し
ま
し
た
。

　力
を
合
わ
せ
て

　
　「
も
ち
つ
き
大
会
」

　

11
月
に
は
、「
も
ち
つ
き
大

会
」
を
し
ま
し
た
。
本
校
は
、

ク
ラ
ス
に
一
つ
ず
つ
餅
つ
き

セ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
前
日
か

ら
、
き
ね
や
臼
な
ど
着
々
と
準

と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
今
年

は
、
夏
の
長
雨
で
稲
の
生
育

が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、

約
７
０
０
㎏

の
も
ち
米
を

収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
５
年

生
は
、
収
穫

後
の
わ
ら
を

使
っ
て
、
わ

ら
細
工
体
験

も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

11
月
15
日

は
、
待
ち
に

備
が
進
め
ら
れ
、
学
級
・
学
年

の
役
員
さ
ん
は
じ
め
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
発

揮
さ
れ
ま
す
。
日
頃

は
、
ゆ
っ
く
り
と
話
す

機
会
が
な
い
保
護
者
同

士
も
、
餅
つ
き
大
会
の

合
間
に
、
交
流
の
花
が

咲
き
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親お
や

児じ

の
会
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
、
み
ず
す
ま

し
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
当
日
、
早
朝

か
ら
来
て
強
力
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
も
ち
つ

き
大
会
は
「
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
な
る
よ
う
に
！
粘
り
強
く

な
る
よ
う
に
！
」
と
の
願
い
や

思
い
を
込
め
て
長
く
続
い
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
10
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
11
月
に
本
公
演
を
迎

え
ま
し
た
。
職
員
が
参
加
す
る

場
面
や
会
場
全
体
で
歌
う
場
面

が
あ
り
、
参
加
型
の
構
成
で
表

現
す
る
喜
び
を
学
校
全
体
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
活
動
を
と
お
し
て

表
現
す
る
こ
と
の
喜
び
や
ス
キ

ル
を
高
め
て
い
ま
す
。

つ
い
た
餅
が
食
べ
ら
れ
た
こ
と

に
大
満
足
で
し
た
。
餅
の
大
き

さ
は
大
小
あ
り
ま
す
が
、
一
人

で
10
個
以
上
食
べ
た
子
も
い
ま

し
た
。

　

餅
つ
き
大
会
で
は
、
保
護
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
２
５
０
人
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
60
人
の

方
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
日
か
ら
物
品
搬
入
や
道
具
洗

い
、
も
ち
米
洗
い
な
ど
、
ま
た
、

当
日
も
、
早
朝
か
ら
テ
ー
ブ
ル

や
臼
を
運
ん
だ
り
、
火
を
起
こ

し
て
湯
を
沸
か
す
準
備
、
餅
つ

き
や
ま
る
め
る
た
め
の
指
導
、

後
片
付
け
な
ど
の
支
援
の
お
か

げ
で
、
有
意
義
な
学
習
と
な
り

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
と
と
も
に
北
勢
門
小
学
校

　
　
　
　
　
　〜
学
び
合
い
支
え
合
い
〜

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
月
は
、
子
ど
も
の
安
心
・
安
全

に
関
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「
見
守
り
隊
」　

　

通
学
路
で
は
、見
守
り
隊
の
方
が
、

毎
朝
、
児
童
生
徒
の
登
校
時
間
に
合

わ
せ
て
、
交
通
安
全
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

町
内
全
域
で
、
計
約
２
３
０
人
の

地
域
の
方
々
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

「
交
通
安
全
教
室
・
感
謝
の
集
い
」

　

小
学
校
で
は
、
新
入
生
を
対
象

に
「
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
道
路
の
横
断
の
仕
方
や
安

全
な
通
学
路
の
歩
き
方
な
ど
、
安
全

に
登
下
校
で
き
る
よ
う
学
習
し
ま
し

た
。
学
習
後
の
「
見
守
り
隊
の
方
々

へ
の
感
謝
の
集
い
」
で
は
、
感
謝
の

気
持
ち
を
手
紙
に
書
い
て
手
渡
し
ま

し
た
。

「
青
パ
ト
に
よ
る
巡
回
」

　

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
間
に
、
町

内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

も
、
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
内
を
小
学
校
ご
と
に
４
つ
の

ル
ー
ト
に
分
け
巡
回
し
、
登
下
校
の

様
子
の
確
認
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
安
心
メ
ー
ル
」

　

町
内
小
中
学
校
で
は
、
保
護
者
や

学
校
関
係
者
に
「
安
心
メ
ー
ル
」
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
や
小
中
学
校
に
寄
せ
ら
れ
た
不
審

者
情
報
な
ど
は
、
保
育
園
や
児
童
館

に
も
連
絡
し
、
情
報
を
共
有
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
「
安
心
メ
ー
ル
」
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
方
法

は
、
各
小
中
学
校
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

　

篠
栗
町
で
は
、「
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
に
町
内
約
４
５
０
軒
の
家

庭
や
事
業
所
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
登
録
軒
数
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る

に
は
、「
地
域
の
目
」
に
よ
る
見
守

り
活
動
と
声
か
け
が
大
切
で
す
。
今

後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
は
、

子
ど
も
が
事
件
や
事
故
な
ど
の
被
害

に
遭
っ
た
、
ま
た
は
遭
い
そ
う
に
な

り
助
け
を
求
め
て
き
た
と
き
、
そ
の

子
ど
も
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
警

察
、
学
校
、
家
庭
な
ど
へ
連
絡
す
る

な
ど
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
、
餅
を
つ
く
、
ま
る
め

る
の
体
験
を
行
い
、
最
後
に
食

べ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
た
ち
が
植
え
た
苗
が
大
き

く
育
ち
、
収
穫
し
た
も
ち
米
で

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

（
内
線
３
４
２
）

地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
で
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　田
植
え
・
稲
刈
り
・
餅
つ
き

　

米
作
り
の
活
動
は
、
本
校
の

重
点
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
地

域
の
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
と
か

か
わ
り
、
地
域
と
と
も
に
い
き

る
子
ど
も
の
育
成
」
を
具
現
化

す
る
た
め
に
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
て
実
施
す
る
学
習
で

す
。
本
年
度
も
全
校
で
も
ち
米

作
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

待
っ
た
餅
つ
き
大
会
で
す
。
当

日
は
、
天
気
に
恵
ま
れ
、
暖
か

い
日
差
し
の
中
で
餅
つ
き
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
学
年
も
、
各
学
級
で
約

２
㎏
の
も
ち
米
を
３
回
つ
い
て

　

　

本
校
で
は
、
地
域
の
方
の
厚

意
に
よ
り
田
ん
ぼ
を
借
り
て
稲

を
育
て
ま
し
た
。

　

６
月
に
入
る
と
１
年
生
が
水

を
張
っ
た
田
ん
ぼ
で
泥
ん
こ
遊

び
を
し
、
次
の
日
、
２
年
生
か

ら
６
年
生
全
員
で
田
植
え
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
年
間
を
と

お
し
て
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域

の
方
々
の
協
力
の
お
か
げ
で
、

田
植
え
や
稲
刈
り
、
餅
つ
き
ま

で
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
や
、

自
然
の
尊
さ
を
体
感
し
な
が

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
真
心
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
良
き
伝
統
と
し
て
来

年
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　感
動
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　〜
観
劇
会
〜

　

東
京
演
劇
集
団
「
風
」
に
よ

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
星
の
王
子

様
」
が
本
校
で
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
文
化
庁
の
文
化

芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
事
業
の

子
ど
も
が
助
け
を
求
め
て
き
た
ら

自
然
に
触
れ
る

　「
田
植
え
」「
稲
刈
り
」
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夏
休
み
に
入
っ
た
あ
る

日
、
父
が
「
み
ん
な
で
風
立

ち
ぬ
を
見
に
行
こ
う
」
と

言
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
テ
レ

ビ
で
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
よ
く
見

る
堀
越
二
郎
と
い
う
人
物
を

描
い
た
映
画
だ
。
ぼ
く
の
名

前
も
「
堀
越
」
な
の
で
、
と

て
も
気
に
な
る
映
画
だ
っ

た
。
父
は
、
堀
越
二
郎
を
ぼ

く
と
同
じ
歳
の
頃
に
知
り
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
飛
行

機
の
こ
と
が
大
好
き
に
な
っ

た
そ
う
だ
。
ぼ
く
も
、
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
そ
の
映
画
を

見
に
行
っ
た
。

　

は
じ
め
は
、
関
東
大
震
災

の
こ
と
や
二
郎
が
何
度
も
飛

行
機
の
設
計
を
失
敗
す
る
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
残
念
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。
学
校
で
歴
史
の
勉
強
の

中
で
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
、
昔
の
日

本
は
と
て
も
貧
し
か
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
。
そ
の
時
代
の

   
人
権
は
い
つ
も
身
の
ま
わ
り
に
あ
る 

〜
広
げ
よ
う

　み
ん
な
の
笑
顔
〜

　
　中
学
生
人
権
作
文  

「
風
立
ち
ぬ
を
見
て
平
和
と
は
」

中
で
、
二
郎
は
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
つ
い
に
ゼ
ロ
戦
を

作
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
映

画
の
中
で
二
郎
が
「
僕
の

作
っ
た
ゼ
ロ
戦
は
、
一
機
も

帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
と

言
っ
た
。

　

ぼ
く
は
前
に
父
か
ら
、
特

攻
隊
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。日
本
が
敗
戦
寸
前
に
、

た
く
さ
ん
の
若
い
兵
士
た
ち

が
ゼ
ロ
戦
で
敵
艦
に
突
っ
込

み
、
自
分
か
ら
死
ん
で
い
っ

た
。
そ
の
際
、
離
陸
の
方
法

だ
け
教
わ
っ
て
、
難
し
い
着

陸
の
方
法
は
教
え
て
は
く
れ

な
か
っ
た
そ
う
だ
。
テ
レ
ビ

で
特
攻
隊
の
生
き
残
り
だ
と

い
う
88
歳
の
お
じ
い
さ
ん

が
、
日
本
を
守
る
た
め
、
家

族
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
な

に
よ
り
父
や
母
に
ほ
め
ら
れ

た
い
た
め
に
、
特
攻
隊
と
し

て
死
に
た
か
っ
た
と
言
っ
て

い
た
。
ぼ
く
が
今
読
ん
で
い

る
「
永
遠
の
ゼ
ロ
」
で
も
、

大
勢
の
兵
士
た
ち
は
、「
国

の
た
め
に
死
の
う
」
と
言
っ

て
い
る
。
ぼ
く
が
、
も
し
そ

の
時
代
に
生
ま
れ
て
も
そ
ん

な
考
え
は
き
っ
と
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
死
ぬ
の
は
一
番
怖

い
。
戦
争
は
狂
気
の
か
た
ま

り
だ
。
映
画
の
中
で
も
そ
う

だ
っ
た
が
、
二
郎
は
戦
争
の

た
め
に
飛
行
機
を
作
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
二
郎
の
他
国

以
上
に
良
い
飛
行
機
を
作
ろ

う
と
い
う
思
い
も
、
若
い
人

た
ち
が
親
孝
行
し
た
い
と
い

う
思
い
も
全
部
「
死
」
へ
と

つ
な
げ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
ぼ
く
は
気
が
付
つ

い
た
。「
風
立
ち
ぬ
」
の
ポ

ス
タ
ー
に
「
生
き
ね
ば
」
と

い
う
言
葉
が
書
い
て
あ
る
。

そ
れ
は
、
二
郎
が
病
気
で
愛

す
る
菜
穂
子
さ
ん
を
亡
く
し

た
け
れ
ど
、
彼
女
の
分
も
生

き
て
行
く
決
意
を
書
い
た
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
。で
も
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
戦

争
＝
死
」
な
ら
ば
、「
平
和

＝
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
。
二
郎
は
終
戦
日

記
の
中
で
、「
日
本
に
壊
滅

を
も
た
ら
し
た
政
策
を
指
導

し
て
き
た
者
が
全
部
去
ら
な

け
れ
ば
、腐
敗
の
種
は
残
る
。

〝
誠
実
に
し
て
叡
智
あ
る
愛

国
の
政
治
家
出
で
よ
〞
こ
れ

が
願
い
で
あ
る
」
と
書
い
て

い
る
。
自
分
が
望
ん
で
い
な

い
の
に
戦
争
の
道
具
を
作
っ

て
し
ま
っ
た
責
任
を
、
生
き

て
平
和
を
見
と
ど
け
る
こ
と

で
果
た
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。

　

風
立
ち
ぬ
の
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
で
、
二
郎
は
、
イ
タ
リ
ア

の
飛
行
機
設
計
家
の
カ
ブ

ロ
ー
ニ
と
一
緒
に
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
を
飛
行
機
に
乗
せ

て
、
遊
覧
す
る
夢
を
見
て
い

る
。
二
郎
が
一
番
に
叶
え
た

か
っ
た
の
は
、
人
々
を
喜
ば

せ
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

ぼ
く
が
生
き
て
い
る
現
在

の
日
本
は
、
平
和
で
、
人
の

命
を
一
番
に
尊
重
す
る
国

だ
。
戦
争
で
命
を
お
と
し
た

数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
た
く

さ
ん
の
人
々
の
つ
ら
く
、
悲

し
い
思
い
を
知
る
人
も
少
な

い
。
た
ま
に
、
テ
レ
ビ
で
外

国
の
戦
争
を
見
て
、「
あ
あ
、

日
本
が
こ
ん
な
悲
惨
な
状
態

で
な
く
て
良
か
っ
た
」
と

思
っ
て
も
、
昔
の
日
本
が
戦

争
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
こ

と
は
、
ぼ
く
の
実
感
と
し
て

は
な
い
。

　

ぼ
く
の
祖
父
母
も
戦
後
生

ま
れ
た
。
し
か
し
今
回
、
ぼ

く
は
一
つ
の
映
画
と
出
会
っ

て
、
平
和
の
す
ば
ら
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
郎

は
、
今
の
日
本
を
ほ
め
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
。そ
れ
と
も
、

あ
ま
り
に
も
戦
争
を
忘
れ
た

日
本
の
人
た
ち
を
し
か
る
だ

ろ
う
か
。
こ
の
平
和
が
ず
っ

と
続
い
て
、〝
誠
実
に
し
て

叡
智
あ
る
大
人
に
な
る
〞
こ

れ
が
ぼ
く
の
夢
だ
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
幸
多
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
東
京
篠
栗
会
へ
ご
高
配
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

引
続
き
本
年
も
ご
厚
誼
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
京
篠
栗
会
（
関
東
地
区
在
住
篠
栗

町
出
身
者
懇
談
会
）
は
、
篠
栗
町
を
ふ

る
さ
と
と
す
る
人
た
ち
が
年
一
回
集
い

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
昨
年
は
ど

ん
な
１
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
わ
れ

わ
れ
青
年
団
に
と
っ
て
は
、
新
入
団
員

が
２
人
増
え
る
と
い
う
、
非
常
に
喜
ば

し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
仲
間

が
増
え
る
こ
と
は
、
新
鮮
味
が
あ
り
、

新
た
な
考
え
方
や
、
知
恵
も
わ
い
て
き

ま
す
。
新
し
い
団
員
と
と
も
に
篠
栗
町

を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

全
国
に
目
を
向
け
る
と
、
広
島
で
の

土
砂
災
害
や
、長
野
県
で
の
地
震
な
ど
、

自
然
災
害
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
改

め
て
、
防
災
に
対
す
る
意
識
、
地
域
の

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
と
実
感
し
、
青
年
団
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
、
活
動
に

も
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

２
人
の
団
員
が
増
え
た
と
い
っ
て

も
、
ま
だ
ま
だ
団
員
が
少
な
い
現
状
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
と
も
青
年

団
に
参
加
し
て
、
一
緒
に
篠
栗
町
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小
学
生 

人
権
標
語

守
ろ
う
よ

　一
人
の
心

　み
ん
な
で
ね

　

２
０
１
５
年
も
新
た
に
幕

開
け
し
ま
し
た
が
、
気
が
付

け
ば
体
重
が
増
え
て
し
ま
っ

た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ク
リ
ス

マ
ス
や
忘
年
会
、
正
月
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
普
段

の
食
生
活
と
違
っ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
人
の
体
は
寒
さ

を
防
ぐ
た
め
に
、
本
能
的
に

脂
肪
を
蓄
積
し
よ
う
と
す
る

性
質
が
あ
り
ま
す
。

　

運
動
不
足
で
あ
る
こ
と
は

分
か
っ
て
い
る
の
に
、
こ
た

つ
か
ら
出
る
こ
と
が
辛
い
と

い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
森
の
風
・
篠

栗
で
は
、
１
月
の
特
別
企
画

と
し
て
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

登
山
」「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」「
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
＆
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体

験
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
人
だ
と
外
に
出
る
こ
と

が
面
倒
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
楽

し
み
な
が
ら
篠
栗
の
森
を
歩

き
ま
せ
ん
か
。
積
極
的
に
体

を
動
か
し
て
、
脂
肪
が
蓄
積

し
や
す
い
寒
い
冬
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

（
※
特
別
企
画
は
15
ペ
ー
ジ

を
参
照
）

「
励
ま
し
あ
い
、
助
け
合
い
、
歓
談
す

る
場
」
と
し
て
創
設
以
来
、
毎
年
続
け

ら
れ
、
今
年
で
47
回
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
6
月
7
日
12
時
か
ら
、
三
浦

町
長
、
今
泉
町
議
長
ご
臨
席
の
も
と
に

東
京
篠
栗
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
古
橋

浩
人
幹
事
の
大
活
躍
で
、
新
人
の
方
が

多
数
参
加
さ
れ
総
勢
35
人
と
な
り
ま
し

た
。
会
は
ふ
る
さ
と
の
話
を
主
に
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
新
人
事
と
し

て
、若
手
の
吉
瀬
圭
介
さ
ん
、齋
藤
（
旧

姓
小
林
）
幸
子
さ
ん
に
新
幹
事
を
お
願

い
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

秋
に
は
軽
井
沢
へ
の
旅
行
も
催
し
、

東
京
篠
栗
会
の
活
動
が
活
性
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
東
京
篠
栗
会
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
日
頃
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
皆
様
に
は
、
下
記
を
参
照
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
も
、
６
月
上
旬
に
東
京
篠
栗
会

の
開
催
を
目
標
に
準
備
を
進
め
て
お

り
、
詳
細
が
決
定
次
第
関
係
者
に
ご
案

内
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
関
東
地
区
内
に
お

住
ま
い
の
皆
様
の
ご
家
族
・
知
人
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
関
係
者
ま
で
ぜ
ひ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

平
成
27
年
元
旦

東
京
篠
栗
会

 

会
長
／
真
子

　勲
（
下
町
出
身
）

☎
０
２
９
７
（
７
２
）
７
２
５
０

〒
８
０
２
―
０
０
２
５

　

茨
城
県
取
手
市
西
２
―
５
―
１

 

幹
事
長
／
吉
村

　光
正
（
庄
出
身
）

☎
０
３
（
３
９
３
６
）
２
６
６
５

　

０
９
０
（
１
８
３
８
）
４
６
８
４

〒
１
７
４
―
０
０
６
４

　

東
京
都
板
橋
区
中
台
３
―
27　

　

サ
ン
シ
テ
ィ
Ｉ
棟
１
１
１
３

東
京
篠
栗
会facebook

ペ
ー
ジ

URL
https://www.facebook.com

/page
s/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E7
%AF%A0%E6%A0%97%E4%BC%
9A/787229377972549?fref=ts

ふるさとの皆さまへ

東京篠栗会より
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今 月 の 新 刊 紹 介 紹介はほんの一部です。このほかにもたくさん用意しています。

小　説 『ヤモリ、カエル、シジミチョウ』 『世界の雪景色』

　虫と話をする幼稚園児の拓人は、壊れ
そうな家族の中、ゆっくりと成長する。穏や
かではいられない大人たちの日常と、小さ
な子どもが世界を感受する一瞬を描く長
篇小説。

　１月２6日(月)から２月4日(水)までは休館します。
　期間中は、所蔵資料の点検、不明本の確認、利用されな
くなった本の整理などを行います。長期の休館で皆さんに
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　期間中、本の返却はブックポスト（図書館玄関左横）を利
用ください。

写　真

　江國　香織／著（朝日新聞出版）

　まるでおとぎ話みたい！　北欧の静か
な森、雄大なカナダの原生林、雪の降り積
もるパリやロンドン、小さな田舎町のクリ
スマスなど世界の幻想的な雪景色の写真
集。

＊おりがみしましょう／今月は休みです
＊子ども上映会／10日 (土) 14時
＊将棋にちょうせん／17日 (土) 11時
＊おはなしの会／11・18日 (日) 11時
＊英語えほんのおはなし会／25日 (日) 11時

としょかんは
　　　楽しいことがいっぱい！

ブックスタート
誕生から10か月になったら図書館に
行こう！ 町では、絵本と記念品のプ
レゼントを準備しています。

子ども上映会

と　き：1月10日（土）14時～
ところ：図書館2階　学習室

日時：1月21日（水） ～24日（土）
　　　10時～16時

学習室の休み
10日(12時～15時)・17日(午前)

　野原に穴をほってくらすコモ
リグモ。生まれてきた子グモた
ちは母グモにどんなことをして
もらうのかな？(「コモリグモ」）
ほか2話。

　健診案内に同封している引換券をお持
ちください。上記日程で都合のつかない
場合はお知らせください。

入場無料

「ファーブル昆虫記
　　　　クモとシデムシ」（40分）
「ファーブル昆虫記
　　　　クモとシデムシ」（40分）

海野　弘／解説（パイインターナショナル）

食文化 『お茶と和菓子の
　　　　テーブルセッティング』

『いかだにのって』

　1月「新年を祝う」、2月「春を待ちわびて
…」など、歳時記や季節の行事をテーマに
した、日本茶のためのテーブルセッティン
グ。和の風情を感じさせながら、モダンに
しつらえた美しい食卓35例を紹介する。

絵　本

　　浜　裕子／著（誠文堂新光社）

　うららちゃんがいかだを漕いでいると、
ガマガエルさんやカメさんが乗っては降
りていきました。ゆらりゆられて、つい寝入
ってしまったうららちゃん。いかだは広い海
へ。さて、誰が助けてくれるかな？

とよた　かずひこ／作・絵（アリス館）

図書館の蔵書は
みんなの共有財産です

特別資料整理期間のお知らせ

　特別資料整理期間中に学習室を利用
する方は、クリエイト篠栗の事務所で
受け付けをしてください。月曜（1月
26日、2月2日）は休みです。

新年は1月6日（火）
から開館します。

旬を味わう…
食材そのものの風味を引き立たせ、旬を味わう和食。
季節の移り変わりを目で楽しめるのも魅力ですね。

『和食の設計図』（講談社）
『だれか来る日の和食メニュー』（文化学園文化出版局） 
『旬菜和食』（講談社） 
『和食のシンプルレシピ』
　　　　　　　　（オレンジページ） 

和食
1月の特集

　

昨
年
3
月
か
ら
11
月
ま
で
毎

週
水
曜
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
開
放
は
、
の
べ
１
１

０
０
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
一
昨
年
と
比
べ
て
約
１
０

０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
参
加
が
中
心

で
、
一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド
す
る
方

と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
元

気
に
歩
く
姿
そ
し
て
考
え
る
姿

は
、
ア
ス
リ
ー
ト
そ
の
も
の
で

す
。

　

今
年
は
、
3
月
4
日
（
水
）

か
ら
開
放
し
ま
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
7
日
、
福
岡
武
道

館
で
第
31
回
福
岡
県
女
子

柔
道
選
手
権
大
会
（
福
岡

県
柔
道
協
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
、
篠
栗
町
体
育
協

会
柔
道
部
か
ら
9
人
の
柔

道
少
女
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

多
く
の
篠
栗
の
選
手
が

健
闘
す
る
中
、
小
学
1
年

生
の
部
で
川か

わ
わ
け分

亜あ

み美
さ

ん
（
勢
門
小
）
が
優
勝
し
、

福
岡
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
31
回
福
岡
県
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

カ
ブ
ト
の
森
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
開
放

　

11
月
2
日
に
静
岡
県
浜
北
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
22
回
全
日
本

居
合
道
全
国
段
別
競
技
大
会
（
全
日

本
居
合
道
連
盟
主
催
）
の
三
段
の
部

女
子
で
、豊

ゆ
た
か

久く

美み

子こ

さ
ん
が
優
勝
し
、

三
段
の
部
男
子
で
夫
の
豊ゆ

た
か
よ
し
や

義
也
さ
ん

が
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
豊
久
美
子
さ
ん
は
九
州
大

会
、
三
段
の
部
男
女
混
合
で
4
連
覇

中
で
す
。

完
全
休
園
日
の
お
知
ら
せ

　

1
月
26
日
（
月
）
は
電
気

点
検
の
た
め
カ
ブ
ト
の
森
公

園
を
完
全
休
園
と
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

川
分
亜
美
さ
ん
が
優
勝

第22回  全日本居合道全国段別競技大会

豊

　夫
妻
（
尾
仲
区
）
が 

優
勝
・
3
位

　

平
成
27
年
度
社
会
体
育
施
設

定
期
利
用
申
請
は
、
12
月
25
日

で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
し

た
。年

始
の
利
用
に
つ
い
て

　

社
会
体
育
施
設
の
年
始
の
利

用
は
、
1
月
6
日
（
火
）
か
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
施

設
利
用
予
約
申
請
に
つ
い
て
は

5
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
可

能
で
す
。

平
成
27
年
度
社
会
体
育
施
設

定
期
利
用
申
請
に
つ
い
て

の
べ
１
１
０
０
人
が
使
用



ク リ エ イ ト ス ポ ッ ト平成27年1月1日 No.203９

入場
無料

入場
無料

入場
無料

クリエイト篠栗
主催イベント・講
座の情報が右の
ＱＲコードから
取得できます。
ご利用ください。

歴史民俗資料室では、平成
24年度に松浦横穴墓群の発
掘調査を実施しました。この
発掘調査は、糟屋郡内で初の
群集した横穴墓（古墳）の調
査で、7世紀代の土器やまが
玉など多くの遺物が出土し貴
重な成果を上げることがで
きました。
この出土した遺物を歴史民俗資料室特別展示室で公開します。
また、当時の調査状況や調査成果の『報告会』を展示期間中に

実施します。ぜひこの機会に歴史民俗資料室に足を運んで、篠栗町
の歴史に触れてみてください。

寺田千代（姉）、嘉代（妹）の双子姉妹ユニット。共に国立音楽大学・声楽
科卒業。
日本テレビ系アニメ「それいけ！アンパンマン」の主題歌（オープニング／ア
ンパンマンのマーチ・エンディング／勇気りんりん・アンパンマンたいそう・サ
ンサンたいそう・ドレミファアンパンマン）・挿入歌ほか、同キャラクターのイ
メージソングを300曲以上レコーディング。精力的に公演を続け、全国各地の
子どもたちの前で歌った数は5300ステージを超える。
心あたたまるハーモニーで、童謡・唱歌の世界でも高く評価され、数々の
オーケストラとも共演し、そのステージングから、ファミリーコンサートの世
界において、日本屈指の歌手と評される。

開 催 期 間
開 館 時 間

入  館  料
開 催 場 所

開 催 期 間
定 　 　 員

受  講  料
開 催 場 所

年始の休館日
1月1日（木）

4日（日）
〜

定期利用登録申請について
クリエイト篠栗で、定期的に学習活動を行う団体の利用登録申請を受け付けます。

／◎会員が自主的・主体的に運営している団体（会の運営が講師に依存し
　　た私塾・文化教室的なものは登録できません）
　◎町内在住者か在勤者10人以上で構成する団体
　◎年間を通じて、クリエイト篠栗を定期的に使用し、学習活動を行う団体
　※政治的活動・宗教的活動や営利を目的とした団体の利用はできません。
／4月1日（水）～平成28年3月31日(木）
／1月6日（火）～23日（金）8時30分～17時（土・日、祝日を除く）
　※期限厳守、受付期間終了後の申し込みは受け付けできません。

申請書配布・受付／クリエイト篠栗
※平成26年度登録済のサークルも再度申請が必要です。年度途中での定期利用申請は受
　け付けできませんのでご注意ください。

平成27年度中央公民館（クリエイト篠栗）

邦楽まつり
期　日／2月8日（日）
時　間／12時開場／12時30分開演
場　所／クリエイト篠栗大ホール
部　門／日舞・謡曲・琴・詩吟・尺八・三味線 など
※終了後、ロビーで豆まきをします。

期　日／2月6日（金）～12日（木）
時　間／10時～17時
場　所／クリエイト篠栗2階ギャラリー
部　門／水墨画・日本画・洋画・はがき絵・版画 など

水墨画展

ドリーミング ファミリーコンサート

届け♪ふるさとへ、響け♪みんなの心へ 笑顔で歌おう♪
1月25日（日） 開会 10時～
クリエイト篠栗 大ホール

※全プログラム終了後、お楽しみ抽選会も予定しています。
　お誘い合わせの上、ご来場ください。

クリエイト篠栗

第22回 公民分館長会主催

日　時

日　時
会　場
入場料

会　場

問い合わせ

ふるさとふれあい音楽カラオケ祭

『篠栗の横穴～松浦横穴墓群出土品～』および『報告会』
／1月19日（月）～3月1日（日）
／9時～16時
※2月11日（水・祝）は休館日となります。
／無料
／歴史民俗資料室２階　特別展示室

／１月24日（土）　10時～12時
／30人（事前申し込みはありません。
　当日定員になり次第締め切ります。）
／無料
／歴史民俗資料室２階　研修室

報 告 会

会　場／クリエイト篠栗ロビー
時　間／13時～13時30分
出演者／ピエロのマルコ
　　　　（ＮＰＯ法人 博多笑い塾）
　　　　

2月22日（日）14時～（13時30分開場）
クリエイト篠栗大ホール
大人（中学生以上）1,500円
子ども（小学生以下）無料（※要整理券）

登 録 条 件

利 用 期 間
申請受付期間

同日開催

バルーンショー

特 別 展

特別展

チケット販売開始日／１月13日（火）8時30分～
チ ケット 販 売 所／クリエイト篠栗

©Rights inn

©やなせたかし／フレーベル館 ・ TMS ・ NTV

篠栗町文化協会からのお知らせ

ア
ン
パ
ン
マ
ン
も

来
る
よ
！

●ドリーミングプロフィール
ち　よ　　　　　　　か　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くにたち

ドリーミングと一 に「アンパンマンのマーチ」をはじめ、
アンパンマンの楽しい曲をたくさん歌おう！
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☆
使
用
済
み
回
数
券
抽
選
会
！
（
16
・
17
日
）

　

回
数
券
の
台
紙
を
集
め
て
参
加
く
だ
さ
い
！

ジ
ュ
ー
ス
や
入
浴
招
待
券
な
ど
プ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用

意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

☆
年
始
営
業
案
内

　

お
風
呂
は
元
旦
か
ら
営
業
！
（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ボ
デ
ィ

ケ
ア
は
３
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
６
日
か
ら
の

営
業
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
／
☎
（
９
４
７
）
９
９
９
９

　

皆
さ
ん
は
普
段
き
れ
い
な
姿
勢
を
維
持
す
る
た
め
に
、
何

か
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？　

今
回
は
姿
勢
を

維
持
す
る
の
に
関
係
す
る
筋
肉
の
中
で
も
、
お
し
り
の
筋
肉

に
注
目
し
ま
す
。
お
し
り
の
ふ
く
ら
み
の
中
で
表
面
に
あ
る

大
き
な
筋
肉
が
大
で
ん
筋
で
、
主
な
役
割
は
上
半
身
が
前
に

傾
か
な
い
よ
う
に
支
え
る
と
い
う
、
姿
勢
維
持
に
と
て
も
重

要
な
筋
肉
で
す
。
お
し
り
の
筋
肉
は
大
で
ん
筋
の
ほ
か
に
も
、

中
で
ん
筋
、
小
で
ん
筋
と
い
う
、
大
で
ん
筋
の
奥
に
隠
れ
て

い
る
比
較
的
小
さ
な
筋
肉
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ

も
姿
勢
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
大
で
ん
筋
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
す
。

※
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
際
の
注
意
事
項

　力
を
入
れ
る
と
き
は
呼
吸
を
止
め
ず
、
ゆ
っ
く
り
息
を

吐
き
な
が
ら
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
痛
み
が

生
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
無
理
は
せ
ず
、
で
き
る
範
囲
の
動

作
・
回
数
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

歩
く
姿
を
美
し
く
！

〜
大
で
ん
筋
ト
レ
〜

元
気
も
ん

　だ
よ
り
その33

　

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申

告
に
お
け
る
障
害
者
控
除

は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

持
っ
て
い
る
人
が
対
象
で
す

が
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人

は
、
町
が
交
付
す
る
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
に

よ
り
、
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
対
象
者

① 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

人
で
、
介
護
保
険
の
介
護
認

定
（
要
介
護
１
か
ら
要
介
護

５
）
の
認
定
を
受
け
、
心
身

の
状
態
が
障
が
い
者
に
準
じ

る
人
。

　

す
で
に
障
害
者
手
帳
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
や

要
支
援
１
・
２
の
人
は
対
象

外
で
す
。

　

所
得
税
申
告
の
対
象
と
な

る
年
の
12
月
31
日
現
在
、
篠

栗
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
で
す
。

　

年
の
途
中
で
亡
く
な
ら
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
時

点
で
の
状
況
に
な
り
ま
す
。

② 

①
の
方
を
扶
養
し
て
い

る
人

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
が
、
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
を
申
告
す
る
場
合
、

次
の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ

い
。

■
注
意
事
項

○
初
め
て
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医

師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
と
「
お
む
つ
代

の
領
収
書
」
が
必
要
で
す
。

○
２
年
目
以
降
の
人
は
、
町

が
発
行
す
る
「
確
認
書
」
と

「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」
が

必
要
で
す
。

■
申
請
対
象
者

① 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
が
２
年
目
以
降
の
人
で
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人② 

①
の
方
を
扶
養
し
て
い

る
人

■
確
認
書
の
申
請

　

オ
ア
シ
ス
篠
栗 
健
康
課

※
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

確
認
書
の
発
行
に
は
、
数

日
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

オ
ア
シ
ス
篠
栗　

健
康
課

　

新
米
パ
パ
と
マ
マ
の
た
め

の
教
室
で
す
。
こ
れ
か
ら
迎

え
る
出
産
や
育
児
に
向
け

て
、
夫
婦
で
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
も
く
浴
や

お
む
つ
交
換
の
実
習
、
開
業

助
産
師
に
よ
る
出
産
の
話
や

夫
婦
で
行
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

な
ど
を
体
験
で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
夫
婦
で
参
加

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
2
月
15
日
（
日
）

　

13
時
〜
16
時

●
参
加
対
象
／
初
産
婦
さ
ん

と
そ
の
夫

●
定
員
／
15
組

●
予
約
開
始
／
1
月
13
日

（
火
）
９
時
か
ら
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

●
受
付
期
間
／
1
月
5
日

（
月
）
〜
30
日
（
金
）
必
着

●
募
集
職
種
／
保
健
師

●
業
務
内
容
／
保
健
衛
生
事

業
、
介
護
予
防
事
業
に
関
す

る
こ
と

●
勤
務
場
所
／
篠
栗
町
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
オ
ア

シ
ス
篠
栗
）

●
募
集
人
員
／
１
人

●
応
募
資
格

・
保
健
師
の
有
資
格
者
、
ま

た
は
平
成
27
年
３
月
末
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
者

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所

持
者

●
申
し
込
み
方
法
／
市
販
の

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ

び
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
を

添
え
て
郵
送
ま
た
は
持
参

①
保
健
師
の
免
許
証
の
写
し

②
保
健
師
の
資
格
取
得
見
込

者
は
、
卒
業
証
明
書
ま
た
は

卒
業
見
込
証
明
書

●
面
接
日
時

　

日
程
は
、
応
募
者
に
追
っ

て
連
絡
し
ま
す
。

●
採
用
決
定
／
２
月
下
旬

●
雇
用
期
間
／
4
月
1
日
〜

平
成
28
年
3
月
31
日
（
更
新

す
る
場
合
あ
り
。
た
だ
し
任

用
さ
れ
た
年
度
を
含
め
３
年

を
限
度
）

●
勤
務
時
間
な
ど

・
勤
務
時
間
／
8
時
30
分
〜

17
時
（
45
分
休
憩
）

・
休
日
／
土
・
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
、有
給
休
暇
20
日
、

連
続
休
暇
３
日

●
給
与
な
ど

・
給
料
月
額
／
17
万
２
０
０
０

円
（
学
歴
、
職
歴
な
ど
、
そ

の
経
歴
に
応
じ
て
加
算
さ
れ

る
場
合
あ
り
）

・
給
料
以
外
の
手
当
／
期
末

手
当
（
年
２
回
）、
時
間
外

勤
務
手
当
、
住
居
手
当
（
該

当
者
）、通
勤
手
当（
該
当
者
）

・
社
会
保
険
／
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
有

●
問
い
合
わ
せ
／
オ
ア
シ
ス

篠
栗　

健
康
課

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
自
己

負
担
１
０
０
０
円
で
接
種
で

き
ま
す
。（
生
活
保
護
受
給

者
は
無
料
）

　

接
種
期
間
は
１
月
31
日
ま

で
で
す
。

　

接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と
医

療
機
関
の
接
種
料
金
（
全
額

  確定申告を受ける要介護認定者の皆さんへ

障害者控除とおむつ代の医療費控除について

自
己
負
担
）
に
な
り
ま
す
の

で
、
接
種
希
望
の
方
で
未
接

種
の
方
は
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
医
療
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
「
広
報

さ
さ
ぐ
り
10
月
号
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の

障
害
者
控
除

お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除

控 除 の
種 類

所得控除額

所得税 住民税

障害者控除 27万円 26万円

特別障害者控除 40万円 30万円

パ
パ
マ
マ
学
級

参
加
者
募
集

◆椅子を持って姿勢を
正した状態から、軽く
前に脚を振る（1秒）。

◆おしりの筋肉を使って上げ
る（2，3，4秒）。
◆前にかがんでしまわないよ
うに、常に良い姿勢で行う。
◆ 10回繰り返す。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

篠
栗
町
嘱
託
職
員
（
保
健
師
）

　募
集

■
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
の
申
請

　

オ
ア
シ
ス
篠
栗 

健
康
課

※
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

認
定
書
の
交
付
は
、
判
定

の
た
め
数
日
か
か
り
ま
す
。
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篠
栗
町
葬
祭
場
（
天
空
会
館
）
見
学
会

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
、葬
祭
場
を
見
学
し
、「
お

葬
式
の
費
用
は
？
」
な
ど
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　

１
月
22
日
（
木
）
11
時
集
合

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗
１
階
ロ
ビ
ー

●
見
学
場
所
／
篠
栗
町
葬
祭
場　

天
空
会
館

＊弁護士 ・ 司法書士に相談を希望する方は、 事前に予約（１日：弁
護士６件・司法書士４件）が必要です。相談を希望する方は相談
日の３日前までに予約してください。

＊司法書士の相談は、登記・相続問題・サラ金相談などです。
＊町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）、町行政相談員の相談
は、日常生活上の心配ごとなどです。

会
場
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗
２
階
（
無
料
）

１
月
（
10
〜
12
時
）

２
月
（
10
〜
12
時
）

町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）
町行政相談委員
弁　護　士  要予約
司 法 書 士 要予約
町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）
町行政相談委員
弁　護　士  要予約

町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）
町行政相談委員
弁　護　士  要予約
司 法 書 士 要予約
町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）
町行政相談委員
弁　護　士  要予約

8日
（木）

5日
（木）

22日
（木）

19日
（木）

　

社
会
福
祉
協

議
会
へ
次
の

方
々
か
ら
ご
寄

付
が
あ
り
ま

し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
ご
芳
志

は
、
社
会
福
祉
事
業
に
有
意
義
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
お
礼

愛 　
あり
がとう
愛 を

  

香
典
返
し
と
し
て

■
掛
川　

 

和
子
さ
ま　

83
歳　

田
中
区

７
月
26
日
逝
去 

遺
族  

掛
川　
　
　

さ
ま

■
高
口　

 

イ
セ
さ
ま　

92
歳　

尾
仲
区

９
月
12
日
逝
去 

遺
族  

高
口　

晋
一
さ
ま

■
矢
野　

 

恒
利
さ
ま　

74
歳　

田
中
区

10
月
27
日
逝
去 

遺
族  

矢
野 

久
美
子
さ
ま

■
馬
場　

 

和
雄
さ
ま　

81
歳　

明
治
区

11
月
５
日
逝
去 

遺
族  

馬
場　 

豊
子
さ
ま

■
村
瀨 

津
夜
子
さ
ま　

75
歳　

山
手
区

11
月
10
日
逝
去 

遺
族  

村
瀨　 

勝
美
さ
ま

■
友
成　

 

月
𠮷
さ
ま　

97
歳　
　
　

区

11
月
14
日
逝
去 

遺
族  

友
成　 

正
二
さ
ま

■
河
口　
　

 

守
さ
ま　

56
歳　

下
町
区

11
月
18
日
逝
去 

遺
族  

河
口　 

節
子
さ
ま

■
梶
𠩤 

マ
ツ
エ
さ
ま　

96
歳　

城
戸
区

11
月
21
日
逝
去 

遺
族  

梶
𠩤　 

義
幸
さ
ま

■
柴
田　

 

健
藏
さ
ま　

73
歳　

尾
仲
区

11
月
22
日
逝
去 

遺
族  

柴
田　 

郁
代
さ
ま

■
三
田　

 

宏
昭
さ
ま　

60
歳　

下
町
区

11
月
25
日
逝
去 

遺
族  

三
田　 

一
恵
さ
ま

11
月
30
日
現
在

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

謹
ん
で
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
ご
遺
族
さ
ま
の
ご
厚
意
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

衣裳室だより

本年もどうぞよろしく
　　　　　　　　お願いします

☆卒業式用衣装一式予約受け付け中
（長着・袴・巾着・草履）1万円
☆長寿祝着セット
（ちゃんちゃんこ・帽子・扇子）　
赤・黄・紫 1500円　　白 2000円

すまいるサロン

すまいる
サロン・キッズ

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

1500円 1500円 1500円 2000円

メ
ン
バ
ー
募
集
中
！
一
緒
に

音
楽
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　　

知
的
障
が
い
児
・
者
と
そ

の
家
族
を
対
象
に
音
楽
療
法

士
に
よ
る
音
楽
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
療
育
手
帳
の
有

無
、
障
が
い
の
程
度
は
問
い

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
内
容
／
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器

や
歌
を
用
い
た
身
体
、
療
育

活
動

●
対
象

（
す
ま
い
る
サ
ロ
ン
）
知
的

障
が
い
者
（
児
）
と
そ
の
保

護
者

（
す
ま
い
る
サ
ロ
ン
・
キ
ッ

ズ
）
小
学
６
年
生
以
下
の
知

的
障
が
い
児
と
そ
の
保
護
者

●
日
程
／
毎
月
１
回
程
度

●
時
間

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗

●
参
加
費

　

１
組
１
０
０
円
（
毎
回
）

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
程
／
２
月
９
日
（
月
）

●
時
間
／
10
時
〜
12
時

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗
２

階
和
室

●
対
象
／
町
内
在
住
で
未
就

学
の
子
ど
も
が
い
る
方

●
講
師
／
宮
崎
由
紀
子
さ
ん

（
日
本
抱
っ
こ
法
協
会
理
事
）

●
参
加
費
／
１
回
３
０
０
円

●
定
員
／
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
６
か
月
以

上
の
子
ど
も
に
限
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
が
あ

り
ま
す
（
先
着
８
人
）。
申

し
込
み
時
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

子
育
て
中
の
疲
れ
た
体
を

い
や
す
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス

ト
レ
ッ
チ
！ 

妊
婦
さ
ん
も

大
歓
迎
！ 

子
ど
も
た
ち
に

は
、
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
♪

●
対
象
／
町
内
在
住
の

　
　
　
　

未
就
学
児
親
子

●
日
時
／
1
月
26
日
（
月
）

　
　

受
付
10
時
15
分

　
　

開
催
10
時
30
分
〜
12
時

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗

　
　
　
　

１
階
大
広
間

●
参
加
費
／
1
組
１
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
代
含
む
）

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
受
付
時
間
に
会
場
に

来
て
く
だ
さ
い
。

※
お
腹
を
し
め
つ
け
な
い
よ

う
な
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
服

装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※
水
分
や
タ
オ
ル
な
ど
を
持

参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

ぐ
り
‘
s
マ
マ

ス
ト
レ
ッ
チ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室　

参
加
者
募
集
！

♪

♪

文
化
祭
バ
ザ
ー

寄
付
の
お
礼

ベ
ン
タ
ナ

ヒ
ル
ズ

 

抱
っ
こ
法
講
習
会

　

抱
っ
こ
法
は
、「
赤
ち
ゃ

ん
の
抱
き
方
」
で
は
な
く
、

心
を
抱
き
し
め
る
た
め
の
方

法
で
す
。
親
の
心
に
寄
り
添

い
、
よ
り
よ
い
子
ど
も
の
成

長
を
助
け
る
講
座
で
す
。「
育

児
に
疲
れ
た
な
」「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
な
」と
思
う
方
、

　

昨
年
10
月
25･
26
日
の

文
化
祭
で
バ
ザ
ー
を
行
っ
た

団
体
か
ら
、
そ
の
日
の
収
益

金
の
一
部
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
寄
付
い
た
だ
い
た
団

体
は
次
の
通
り
で
す
。

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
篠
栗

分
会

篠
栗
そ
ば
の
会

篠
実
会

篠
栗
町
公
民
分
館
長
会

篠
栗
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

会篠
栗
陶
芸
ク
ラ
ブ

高
田
生
産
組
合

篠
栗
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

布
絵
本
モ
モ

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

篠
栗
町
青
年
団

篠
栗
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会

篠
栗
町
商
工
会 

青
年
部

篠
栗
町
社
会
福
祉
協
議
会 
会
長

　花
田  

兎
一

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 

同
時
開
催  

お
も
ち
ゃ
病
院

が
や
っ
て
き
ま
す
！

　

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
（
お

も
ち
ゃ
病
院
エ
フ
ネ
ッ
ト
）

の
出
張
診
療
は
、
篠
栗
で
初

め
て
で
す
。
た
く
さ
ん
の
来

院
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
／
町
内
在
住
の
方

●
日
時
／
１
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　

10
時
15
分
〜
12
時

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗

　
　
　
　

２
階
団
体
室

●
診
察
料
／
お
も
ち
ゃ
１
個

ご
と
に
１
０
０
円
（
交
換
部

品
は
別
途
実
費
）

※
受
け
付
け
で
き
な
い
お
も

ち
ゃ
類
／
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

機
・
携
帯
ゲ
ー
ム
機
・
骨

董
的
価
値
の
あ
る
も
の
・

１
０
０
V
電
源
に
直
結
す
る

お
も
ち
ゃ
・
ト
イ
カ
メ
ラ
・

時
計
ほ
か

※
で
き
る
だ
け
、日
帰
り（
持

ち
帰
り
）
の
予
定
で
す
が
、

部
品
の
手
配
な
ど
で
、
入
院

に
な
る
こ
と
や
、
修
理
不
能

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉

協
議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー　

☎
（
９
４
７
）
７
１
０
１

♬

す
ま
い
る
サ
ロ
ン

す
ま
い
る
サ
ロ
ン
・
キ
ッ
ズ  

開
催
中

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
の
地
域
福

祉
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

会
員
加
入
の
推
進
、
介
護
保
険
事
業
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
を
は
じ
め
多

く
の
地
域
福
祉
事
業
に
対
し
、
皆
さ
ま

の
心
温
か
い
理
解
の
も
と
積
極
的
な
参

加
と
多
大
な
援
助
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
加
え
、
相
次
ぐ
大
規
模

災
害
、
子
育
て
や
介
護
の
不
安
な
ど
深
刻

な
問
題
が
顕
在
化
し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
は
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
年
度
か
ら
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
見

直
し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実

施
、
介
護
保
険
制
度
改
正
な
ど
、
新
た
な

課
題
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
本
会
は
地
域
福
祉
推

進
の
中
核
的
機
関
と
し
て
、
地
域
の
福
祉

課
題
、
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
、
援
助

を
必
要
と
す
る
方
へ
の
支
援
や
子
育
て
支

援
事
業
、
障
が
い
児
・
者
支
援
事
業
や
高

齢
者
の
介
護
予
防
・
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
は
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
、
互
い
に

つ
な
が
り
を
持
ち
、
支
え
あ
い
、
夢
を
抱

く
大
事
な
場
所
で
す
。皆
さ
ま
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
地
域
の
つ
な
が
り
、
支
え
合

い
を
実
感
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進

し
、「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
平
成
27
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
よ
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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今
月
の
標
語

新
年
の
誓
い
！　

め
ざ
そ
う　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
！
／
緊
急
時　

あ
わ
て
ず　

あ
せ
ら
ず　

１
１
０
番
／
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

み
ん
な
の
理
解
・
協
力　

感
謝
の
気
持
ち
／
今
年
も　

地
域
安
全
活
動　

ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

謹
賀
新
年

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

公
益
社
団
法
人 

福
岡
県
防
犯
協
会
連
合
会

　会
長

　井
手 

和
英

福
岡
県
警
察
本
部
長

　樋
口 

眞
人

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
な
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

か
に
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

献
身
的
に
力
を
尽
く
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
に
改
め
て
敬
意

上
げ
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
あ
り
ま
し

て
は
、
平
素
か
ら
警
察
活
動

の
各
般
に
わ
た
り
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
は
じ
め
、
各
種
団

体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
か
ら
地
域
の
犯
罪

抑
止
と
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
献
身

的
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
県
警
察
で
は
、
誰

も
が
犯
罪
被
害
に
遭
う
こ
と

な
く
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
県
民

の
皆
様
と
と
も
に
「
犯
罪
の

起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
県
内

の
13
万
人
を
超
え
る
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
自
主

防
犯
活
動
、
大
学
生
に
よ
る

児
童
を
対
象
と
し
た
防
犯
教

育
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
の
安
全
情
報
の
発
信
、
自

治
体
や
商
店
街
に
よ
る
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
く
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
刑
法
犯

認
知
件
数
は
12
年
連
続
で
減

少
す
る
に
至
り
、
治
安
改
善

の
成
果
と
し
て
現
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
一
方
で
、

世
論
調
査
な
ど
か
ら
は
、
依

然
と
し
て
治
安
に
対
す
る
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
が
多
い

こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
子
ど
も

が
対
象
と
な
る
被
害
が
全
国

的
に
相
次
い
だ
こ
と
や
、
高

齢
者
が
狙
わ
れ
る
「
ニ
セ
電

話
詐
欺
」
の
被
害
額
が
過
去

最
悪
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
情
勢
を
踏

ま
え
、昨
年
に
引
き
続
き「
県

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」

を
本
年
の
運
営
指
針
に
設
定

し
、
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
に

全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

県
民
の
皆
様
と
連
携
し
て
犯

罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
県
民
の

皆
様
か
ら
の
力
強
い
ご
支

援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
工
藤

會
幹
部
の
検
挙
と
い
う
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
県
警
察
で
は
、

今
後
も
、
組
織
の
総
力
を
挙

げ
て
、
暴
力
団
員
の
検
挙
を

は
じ
め
暴
力
団
に
関
す
る
情

報
収
集
や
保
護
警
戒
活
動
な

ど
に
よ
る
対
策
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
皆
様
の
さ
ら

な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
謝
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
平
素
か
ら
、
当
防
犯
協

会
連
合
会
に
対
し
ま
し
て
、

多
大
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
県
内
に
は
、
約

１
７
３
０
の
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
中
心
に
、
約

１
６
０
０
台
を
超
え
る
青
パ

ト
を
活
用
し
て
の
子
ど
も
の

見
守
り
活
動
や
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
な
ど
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
「
地
域
の
安
全
は
地
域
で

守
る
」
と
い
う
自
主
防
犯
活

動
に
よ
り
、
犯
罪
の
発
生
件

数
は
毎
年
減
少
傾
向
を
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
団

情
勢
は
、
北
九
州
市
に
本
拠

地
を
置
く
特
定
危
険
指
定
暴

力
団
の
「
五
代
目
工
藤
會
」

を
最
重
点
に
、
警
察
当
局
の

懸
命
な
暴
力
団
犯
罪
の
摘
発

と
、
県
民
一
丸
と
な
っ
た
暴

力
団
排
除
活
動
な
ど
に
よ

り
、
組
織
の
弱
体
化
が
う
か

が
い
知
れ
る
な
ど
、
着
実
に

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
子
ど

も
や
女
性
、
高
齢
者
が
事
件

の
被
害
者
と
な
る
犯
罪
が
後

を
絶
た
ず
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪

も
多
発
傾
向
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
暴
力
団
問

題
は
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

「
暴
力
団
の
存
在
を
許
さ
な

い
福
岡
県
」
と
し
て
の
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
粘
り
強
く
発

信
し
、
暴
力
団
の
壊
滅
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
防
犯
協
会
連
合
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た

情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
皆

様
を
は
じ
め
、
地
域
の
安
全

に
関
わ
る
多
く
の
県
民
の

方
々
や
警
察
、
自
治
体
等
の

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
て
、
さ
ら
に
安
全
・
安
心

の
輪
を
広
げ
、
公
益
法
人
と

し
て
の
使
命
、
責
任
を
果
た

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
な
お
一
層
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
、
そ
し
て
本
年

が
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
年

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
て
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
撮
影　

三
浦
三
男
氏
）

　

第
23
回
暴
力
追
放
県
民
大

会
は
、
11
月
18
日
、
福
岡
市

中
央
区
天
神
「
ア
ク
ロ
ス
福

岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」

で
開
催
さ
れ
、
各
地
域
や
企

業
な
ど
か
ら
約
１
５
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
式
典
で
は
、
小

川
県
知
事
、
樋
口
県
警
本
部

長
な
ど
の
あ
い
さ
つ
に
引
き

続
き
、
暴
力
追
放
運
動
功
労

者
表
彰
、
暴
力
追
放
ポ
ス

１月10日は「110番の日」です！
～緊急時 あわてず あせらず 110番～

●「110番」は、事件・事故などの緊急専用ダイヤルです。
●相談ごとなどの急を要しない通報は、「＃9110」にお願いします。
ダイヤル回線からは、☎（641）9110へ電話して下さい。

110番は緊急電話 相談ごとは＃9110

緊急の電話！
110番！

福岡県警察福岡県警察

事件で
す！

相談や要望などを110番すると、１
分１秒を争う事件・事故への対応を
遅らせる原因になります！
ご理解、ご協力をお願いします。

県警シンボル・マスコット
「ふっけい君」

警シンボル マスコ

～110番のしくみ～
★福岡県内の110番は、全て福
岡県警察本部の通信指令室に
つながります。

★110番すると、警察官が必要
なことを質問します。その間
に別の警察官が、警察署やパ
トカーに無線指令を行ってい
ますので、あわてず、あせらず
質問に答えて下さい。

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
者
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
県
民
の
決
意
と

し
て
、
参
加
者
全
員
で
暴
力

団
排
除
に
向
け
た
大
会
宣
言

を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
弁
護
士
法
人

か
ば
し
ま
法
律
事
務
所 

代

表
弁
護
士
の
椛
島
修
氏
に
よ

る
「
住
民
の
勇
気
が
も
た
ら

し
た
も
の
〜
道
仁
会
本
部
事

務
所
撤
去
事
件
を
終
え
て

〜
」
を
演
題
と
し
て
の
特
別

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
警
察
、
行

政
、
事
業
者
、
県
民
が
一
体

と
な
っ
て
、
な
お
一
層
、
暴

力
団
排
除
に
取
り
組
む
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

福
岡
県
か
ら
暴
力
団
を
追
放
し
よ
う
!!

「
暴
力
追
放
福
岡
県
民
大
会
」
の
開
催
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☎ 935-5111

粕
屋
警
察
署
だ
よ
り

粕
屋
警
察
署
だ
よ
り

自
転
車
盗

自
動
車
盗

車
上 

 

ね
ら
い

部
品 

 

ね
ら
い

 

自
販
機

 

ね
ら
い

ひ
っ
た

   
く
り

強
　
盗

空
き
巣

居
空
き

万
引
き

忍
び
込
み

性
犯
罪

オ
ー
ト 

バ
イ
盗

60
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20

0

篠栗町・犯罪発生件数（平成26年10月までの累計）

117
23

14

5

■ 平成25年 ■ 平成26年

11

6 6

００
232

０００
2
０ ００

21

27

8

24
20

31

59

26年
10月 強盗 性犯罪 空き巣 忍込み 居空き 部品

ねらい
車上
ねらい 万引き 自販機

ねらい
ひった
くり 自動車盗 オート

バイ盗 自転車盗 合計

篠  栗 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 3
勢  門 0 0 0 0 0 0 2 0 3 0 0 1 3 9
北勢門 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
合計 0 0 0 0 0 1 3 0 4 0 0 2 3 13

たけのこ児童館
　☎（947）7252

○1月7日(水)14時～
　わくわく広場「お正月遊び」(小学生)
○1月13日(火)11時～・15時～
　ぜんざい会(全般)
※1月19日(月)は、職員研修のため
　13時開館です。

やまばと児童館
☎（947）7047

○ 1月 7日 ( 水 )14 時～
　わんぱく広場「お正月あそび」(小学生 )
○ 1月 8日 ( 木 )14 時 30分～
　おたのしみ会 (小学生 )
○ 1月 14日 ( 水 )15 時～　ぜんざい会 (小学生 )
※寄贈ありがとうございました。
  宮内　美空様（中町区）児童遊具
  甲把　にこ様（中町区）児童遊具 
※ 1月 21日 ( 水 ) は、職員研修のため 13時開館
　です。

すぎのこ児童館
☎（947）6554　

○ 1月 8日 ( 木 )14 時～
　みんなで遊ぼう (小学生 )
○ 1月 21日 ( 水 )11 時～
　キャラクター折り紙を作ろう (親子 )
※要予約、10組まで。1月 13日 ( 火 )
　10時から予約受付を開始します。
※寄贈ありがとうございました。
　石井　佑基様（ベンタナヒルズ区）
　絵本・児童遊具
※ 1月 20日 ( 火 ) は、職員研修のため 13時開館
　です。

平成 23年 5月生まれ（3歳）

＊お母さんからの一言＊

これからも
にこにことらちゃんでいてちょ！

井
いの

上
うえ

　鼓
こ

寅
とら

 くん
（下町区）　

新年あけまして おめでとうございます !
今年も元気いっぱいあそぼうね !

うさぎ…０歳から２歳　ぱんだ…３歳から未就学児
なかよし…０歳から未就学児　ティータイム…子育て中の親子

※タオル・水筒を持参ください。
※初回のみ、登録カードの作成がありますので早めにきてください。
※児童館ののびのびのへやは、平成26年度から無料になりました。

たけのこ児童館（火）

すぎのこ児童館（水）

やまばと児童館（金）

うさぎ ぱんだ なかよし ティータイム

20日

14日

16日

27日

28日

30日

13日(火)

28日(水)

14日(水)

10時15分～受付　10時45分～11時30分
（ティータイムは11時～13時、またはのびのびのへや終了後)

　区　分

発生数

　前年対比

死者数

　前年対比

傷者数

　前年対比

2,070

9

5

4

2,670

-27

粕屋署管内

146

-11

1

0

188

-19

篠栗町内
累計（11月末日現在）概数

交
通
事
故
発
生
状
況

平
成
26
年

自
転
車
盗
に
注
意

自
販
機
ね
ら
い

　
　
　
　に
注
意

○
自
転
車
は
駐
輪
場
に
止
め

ま
し
ょ
う
。

○
カ
ギ
は
２
つ
以
上
付
け
ま

し
ょ
う
。

○
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
は
抜
き
ま

し
ょ
う
。

○
U
字
ロ
ッ
ク
な
ど
の
カ
ギ

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
駐
輪
す
る
場
所
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

油
断
は
禁
物
で
す
。

【
お
願
い
】

１
、
不
審
な
人
・
車
を
見
か

け
た
ら
１
１
０
番
し
て
く
だ

さ
い
。

２
、
光
セ
ン
サ
ー
や
警
報
器

な
ど
防
犯
装
置
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

寒
い
冬
の

　ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク 

に

　
　
　
　
　
　
　
　注
意
！

　

１
１
０
番
通
報
は
、
事
件

事
故
な
ど
の
緊
急
通
報
専
用

電
話
で
す
。

　

携
帯
電
話
か
ら
１
１
０
番

通
報
す
る
と
き
は
、
交
差
点

や
コ
ン
ビ
ニ
、
バ
ス
停
な
ど

目
標
と
な
る
名
称
を
示
し
て

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
で
も「
１
１
０
」

を
押
し
て
通
話
す
れ
ば
、
警

察
本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

要
望
・
相
談
・
苦
情
・
問

い
合
わ
せ
は
、「
＃
９
１
１

０
」
ま
で
。

　

誤
っ
て
１
１
０
番
し
た
と

き
は
、「
誤
っ
て
通
報
し
た
」

と
言
っ
て
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
警
察
署

　

☎
（
９
３
９
）
０
１
１
０

　
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と

は
温
度
の
急
激
な
変
化
で
血

圧
が
上
下
に
大
き
く
変
動
す

る
こ
と
が
原
因
で
起
こ
る
健

康
被
害
で
す
。
失
神
や
心
筋

梗
塞
、
不
整
脈
、
脳
卒
中
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

入
浴
時
に
急
激
な
血
圧
低

下
に
よ
り
失
神
し
、
溺
れ
て

死
亡
す
る
ケ
ー
ス
は
、
入
浴

時
の
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

の
典
型
的
な
例
で
す
。

緊
急
時  

あ
わ
て
ず  

あ
せ
ら
ず

１
１
０
番

オ
ー
ト
バ
イ
盗

に
注
意

２ 

シ
ャ
ワ
ー
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　

 

お
湯
は
り

　

高
い
位
置
に
設
置
し
た
シ

ャ
ワ
ー
か
ら
浴
槽
へ
お
湯
を

は
る
こ
と
で
、
浴
室
全
体
を

温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３ 

夕
食
前
、
日
没
前
の
入
浴

　

夕
食
を
食
べ
る
前
や
日
没

前
、
す
な
わ
ち
外
気
温
が
比

較
的
高
い
時
間
帯
や
、
人
の

生
理
機
能
が
高
い
う
ち
に
入

浴
す
る
こ
と
で
、
温
度
差
へ

の
適
応
が
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

４　

食
事
直
後
、

飲
酒
後
の
入
浴
を
控
え
る

　

食
後
１
時
間
以
内
や
飲
酒

後
は
、
血
圧
が
下
が
り
や
す

く
な
る
た
め
、
入
浴
を
控
え

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

５  

温
度
設
定
は
41
℃
以
下

　

お
湯
の
温
度
を
41
℃
以
下

に
し
、
温
め
す
ぎ
な
い
よ
う

に
す
る
と
、
急
激
な
血
圧
低

下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

６　

高
齢
者
を
見
守
る

　

可
能
な
限
り
、
家
族
に
よ

る
適
切
な
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 借金問題の相談
　借金問題でお困りの方を対象に、
ファイナンシャルプランナーによる
相談会を実施します。
対象／町内在住で、借金問題でお困り
の方。

☎（584）3310
 毎月勤労統計調査の
　　　準備調査へ協力ください
　厚生労働省と福岡県は、労働者の賃
金や労働時間などの変化を調べる調
査を実施していますが、準備のために
2 月に、調査地区の各事業所へ県知事
が任命した調査員がお伺いし、常用雇
用者数などをお聞きしますので、協力
をお願いします。聞いた内容を本調査
以外に使用することはありません。
調査地区／大字乙犬
問／県企画・地域振興部調査統計課
調査第二班　☎（643）3187
 特定最低賃金改定のお知らせ
　平成 26 年 12 月 10 日から、以下

人数／若干名
実施日／月 1 回
※予約制です。日程・時間帯などの詳
細は問い合わせください。
申・問／役場産業観光課内消費者相
談窓口（内線 321）

の業種に対して福岡県の最低賃金が
改定されました。詳細は、問い合わせ
ください。

問／福岡労働局労働基準部賃金課　
☎（411）4578

申  申し込み　　問 問い合わせ

 ふくおか農林漁業
  新規就業セミナー・就業説明会
　農林漁業を始めてみたい人、農林漁
業事業体への就業を希望する人を対
象に、就業セミナー・就業相談会を開
催します。（参加無料、申込不要）
日時／ 1 月 10 日（土）13 時～ 16 時
30 分（受付 12 時 30 分～ 16 時）
場所／JR博多シティ10階会議室（福
岡市博多区博多駅中央街）
内容／就業情報の提供、個別相談
主催／福岡県
問／県農林水産部経営技術支援課後
継人材育成室　☎（643）3495
 調理師業務従事者届について
　飲食店や給食施設などで調理業務
に従事している調理師は、調理師法に
基づき調理師業務従事者届を福岡県
知事に届け出ることが義務付けられ
ています。
届出義務者
県内の飲食店や給食施設などで調理
の業務に従事する調理師（以下参照）
①寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福
祉施設、介護老人保健施設、矯正施設
など
②飲食店営業、魚介類販売業、そうざ
い製造業
届出内容／平成 26 年 12 月 31 日現
在における次の事項
①氏名、年齢および性別
②本籍地都道府県名および住所
③登録を受けた都道府県名、調理師名
簿登録番号および登録年月日
④業務に従事する場所の所在地およ
び名称　
届出方法／原則として、電子申請。で
きない場合に限り所定の様式に記載
し、郵送または持参。
届出期限／ 1 月 15 日（木）まで
届出先／①電子申請の場合は、県ホー
ムページから申請
②郵送・持参の場合は、粕屋保健福祉
事務所（届出用紙は粕屋保健福祉事務
所で配布）
問／粕屋保健福祉事務所健康増進課
健康増進係　☎（939）1534
 「ハイテク中小企業
　　合同説明会・就職面談会」
　福岡県内の企業に転・就職を希望
する方を対象に、環境にやさしい最先
端のものづくりを行っている中小企
業への就職を支援する「ハイテク中小
企業就職面談会」開催します。年齢不
問、入場は無料、入退場も自由です。
日時・場所
◆福岡会場
1 月 29 日（木）11 時～ 16 時
天神ビル 11 階 10 号室（福岡市中央

区天神 2-12-1）
問／グリーンイノベーション企業支
援センター　☎（631）5461
HP ／ http://green-fukuoka.jp/
 福岡聴覚特別支援学校幼稚部
　　　　入学者募集のお知らせ
　福岡県立福岡聴覚特別支援学校幼
稚部の平成 27 年度入学者を以下の
とおり募集します。
募集対象／平成 23 年 4 月 2 日から
平成 24 年 4 月 1 日までに生まれた
聴覚に障害がある幼児（※ 4、5 歳児
も受け付けています）
募集期間／ 2 月 2 日（月）～ 2 月 9 日

（月）12 時
手続／学校の事務室で入学願書など
を受け取り、期間内に学校へ提出くだ
さい。
入学選考日／ 2 月 20 日（金）
選考結果発表日／ 3 月 5 日（木）
問／福岡県立福岡聴覚特別支援学校
☎（821）1212　FAX（822）9861
 「ふくおか子育てマイスター」
　　　　認定研修会を開催します
　県では、高齢者の皆さんに、その豊
かな知識や経験を生かして地域の子
育て支援の現場で活躍してもらうた
めの「ふくおか子育てマイスター」制
度を実施しています。
　マイスター認定のための研修会を、
2 月 3 日（火）から、ふくふくプラザ

（福岡市中央区荒戸 3-3-39）で開催し
ます。
　受講を希望される方は、下記まで問
い合わせください。
研修受講対象者／ 60 歳以上の子育
て支援活動に関心をお持ちの方
受講料／無料
電話相談／月～金の 9 時～ 17 時
窓口相談／月・水の 10 時～ 16 時
問／福岡県 70 歳現役応援センター
内「ふくおか子育てマイスター」コー
ナー　☎（481）1312
HP ／ http://fscr.or.jp/meister/
 福祉の仕事就職フェア 2015 
　　　　　　in FUKUOKA　開催
日時／ 2 月 6 日（金）
就活応援セミナー 11 時 30 分～ 12
時 30 分
就職面談会 13 時～ 16 時
場所／クローバープラザ（春日市原町
3-1-7）
対象者／社会福祉施設などへの就職
希望者、今春の大学・専門学校卒業予
定者
参加料／無料
その他／ 3 か月から就学前までの託
児あり（要予約）
問／福岡県社会福祉協議会　人材・
情報課（福岡県福祉人材センター）　

国・県・他の市町村から

そのほかの団体から

 篠栗フォトコンテスト 2014 の
　　　　  入賞作品を展示します
　昨年、町観光協会が主催した「篠栗
フォトコンテスト 2014 ～あなたが
見つけた篠栗の春夏秋冬～」で入賞し
た 23 作品を下記の日程で展示しま
す。ぜひ見に来てください。
場所・日程
〇福岡市役所 1 階市民ロビー
1 月 5 日（月）～ 9 日（金）
〇クリエイト篠栗ホワイエ
1 月 16 日（金）～ 30 日（金）
問／町観光協会　☎（947）1880
 福岡教育大学吹奏楽部
　　　第 50回記念定期演奏会
日時／ 1 月 18 日（日）
17 時開場　17 時 30 分開演
場所／福岡市民会館
入場料／ 600 円（前売り 500 円）
※小学生以下無料
指揮／栗田哲海（客演）、中野由貴、井
上遼ほか

内容／第Ⅰ部　学生指揮ステージ
第Ⅱ部　OB 合同ステージ
第Ⅲ部　客演指揮ステージ
主催／福岡教育大学吹奏楽部
後援／福岡県、福岡県教育委員会、福
岡市、福岡市教育委員会、（公財）福岡
市文化芸術振興財団、宗像市、宗像
市教育委員会、福岡吹奏楽連盟、九
州大学吹奏楽連盟、朝日新聞社、FM 
FUKUOKA
問／大塚　☎ 080（3223）4353
 第 6回カナダフレンドシップ大使募集
　

日程／3月26日（木）～4月4日（土）
出発地／福岡空港
研修場所／バンクーバー市、リッチモ
ンド市
対象／小学 5 年生以上
費用／ 276,000 円＋燃油サーチャー
ジ料
申・問／カナダ友好協会事務局
☎・FAX（934）3553

せとっ子まつり～篠栗住 (ササグリズム )～

　地域と学校が協力し、自由に参加できる楽しい祭りを実施し、児
童生徒、先生、保護者、地域住民、ボランティアなどが交流するこ
とをとおして、地域の豊かな「輪・話・和」の環境づくりに努めます。
みんなで楽しんで、より良い地域社会をつくりませんか？

日時／ 2月 1日 ( 日 )9 時～ 13時
場所／町民体育館・勢門小学校運動場
内容／まめまき・昔遊びなどを中心に、地域とのふれあい
※当日は駐車場がありません。ご協力お願いします。
その他／ボランティア募集中です。一緒に楽しく、祭りを盛り上げ
てみませんか？
問／せとっ子を育てる会事務局（勢門小学校）☎ (947)0538

英会話サークル会員募集

　和やかな雰囲気の中で英会話を楽しみながら、脳トレしましょう！
講師は篠栗町在住のアメリカ人。見学自由です。

日時／毎週金曜日　初級クラス　10時～ 11時 20分
　　　　　　　　　上級クラス　11時 35分～ 12時 55分
場所／クリエイト篠栗視聴覚室
会費／月 3,400 円　　問／渡邉　☎ (948)2386　

まちづくり情報を
発信します

このコーナーは、町内の団体などの会員募集の
お知らせや催しごとの案内などを掲載します。

問／役場まちづくり課 (内線 332)

業　　種 最低賃金
（1時間あたり）

製鉄業、製鋼・鉄鋼圧延業、
鋼材製造業 865 円

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器
具製造業

821 円

輸送用機械器具製造業 844 円

百貨店、総合スーパー 790 円

自動車（新車）小売業 834 円

英語研修＆学校訪問・交流
―多文化と環境を考える
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 森林セラピー特別企画
●『森林セラピー登山』
～若杉山（681m）登山～
日時／ 2 月 15 日（日）9 時～ 15 時
30 分
参加費／ 1 人 3,000 円（昼食・オア
シス入浴券付き）
定員／ 20 人（最少催行人数 5 人、中
学生以上）
コース／カブトの森公園～押石～若
杉楽園～綾杉～トウダの二又～ジャ
レ杉～落陽コース折り返し～太祖宮
上宮～若杉山～大和の大杉～綾杉～
若杉楽園～押石～カブトの森公園（約
15km）
※登山靴もしくは軽登山靴着用、必要
に応じストック
●『ぷら～っと、のるたび！』
（ノルディックウオーキング）
　ポールの使い方からレクチャーし
ます。初めての方も安心して参加くだ
さい！
日時／ 2 月 22 日（日）9 時～ 12 時
30 分
参加費／ 1 人 1,000 円
定員／ 20 人（最少催行人数 5 人、中
学生以上）
コース／オアシス篠栗～カブトの森
公園～オアシス篠栗
※履き慣れた運動靴着用
※ノルディックウオーキング用ポー
ル無料貸出有
□共通事項
集合・解散／オアシス篠栗
持ってくる物／飲み物、タオル、雨具、
両手の空くバッグ
服装／通気性・吸湿発散性の高い長
袖・長ズボン、帽子
申・問／役場産業観光課（内線 321）
 「篠栗町地下水の採取に
  関する条例」の制定に関して、
 パブリックコメントを募集します
　パブリックコメントとは、町が計画
などを策定する場合や条例を制定・
改廃する場合などに、あらかじめその
原案を公表し意見を募ることにより、
皆さんの立場に立った質の高い施策
を立案・決定しようするものです。ま
た、施策の形成過程の透明性・公平性
の向上を図り、皆さんの町政への参画
の機会を広げ、協働のまちづくりを推
進しようとするものです。
条例の概要
　篠栗町内で、事業者などが一定規模
以上の井戸を設置する場合、その規模

や概要などについて届出を行い、かつ
井戸の水位などを監視することで、近
隣の地下水の保全に資するもの。
原案の閲覧・入手方法
町 HP・役場福祉環境課窓口
応募対象者
・町内に在住、在勤の方
・町内に事業所などを持つ個人、法人
その他の団体
・上記のほか町税の納税者、利害関係
者など
募集期間／ 1 月 5 日（月）～ 1 月 30
日（金）
意見などの提出方法
　住所、氏名、連絡先を記入のうえ、郵
送・持参・電子メール・ファクスな
どで提出ください。
・郵送 : 〒 811-2492　篠栗町大字篠
栗 4855 番地 5　福祉環境課あて
・FAX：（947）1127
・電子メール
　f-kankyou@town.sasaguri.lg.jp
問／役場福祉環境課（内線 223）
 競争参加入札参加資格申請の
　　　　　追加受付を行います
　町が行う競争入札に参加しようと
する方は、入札参加資格が必要です。
受付期間／ 1 月 13 日（火）～ 30 日

（金）
受付業種／建設工事、測量・建設コン
サルタント等、物品・役務提供等
申請方法／インタ―ネット（ふくおか
電子申請サービス）による申請後、提
出書類を郵送してください。（2 月 2
日〈月〉必着）
資格の有効期間／ 4 月 1 日～平成
28 年 3 月 31 日
問／役場財政課（内線 384）
 2 週連続で公売会があります
　町税の滞納処分により差し押さえ
した財産（日用品など）を公売します。
事前申し込みの必要はありません。
◆糟屋・宗像地区合同公売会
　　　　　　　in イオンモール福津
日時／ 1 月 17 日（土）10 時開場
場所／イオンモール福津　イオン
ホール（福津市日蒔野 6-16-1）
◆九州市町村合同公売会 in おおむら
日時／ 1 月 24 日（土）9 時 20 分開場
場所／大村市体育文化センター（長崎
県大村市幸町 25-33）
持ってくる物／印鑑、代金、本人確認
できるもの（運転免許証、健康保険証
など）
問／役場税務課徴収係（内線 263）

26 年 10 月 ごみの量
（kg）

1日 1人当たり
のごみの量（g）

1人当たりの
対前年度増減率

燃えるごみ 617,770 632 -2%
燃えないごみ 17,760 18 2%
缶・びん 20,080 21 -7%
ペットボトル 3,190 3 -33%
粗大ごみ・その他 18,400 19 44%
合         計 677,200 693 -1%

わが町のごみの量
今月の標語

きれいだな
おもうこころが
ゴミへらす

勢門小学校
中島　全就さん

町防災行政無線テレホンサービス
～緊急放送が電話で確認できます～

　町が発信する火災や災害などの緊急放送が、電話で確認できます。緊急放送
が聞き取れなかった場合などにご利用ください。

テレホンサービス電話番号（音声案内のみ）
フリーダイヤル　０１２０（９３１）２２３

※通話料はかかりません。
※現在は、役場からの緊急放送のみに対応しています（各区などが発信する放送は、
確認できません）。
※電話が集中すると、かかりにくい場合があります。

リサイクル回収（予定）情報

団体名 日　　時 場　　所
下町区育成会 1月 11 日（日）8時～10 時 篠栗交番横広場

和田幼稚園保護者会 1月 15 日（木）・16 日（金）
両日　9時～10時　16時～17時

和田幼稚園園庭奥
目印：ブルーシート

篠栗幼稚園 PTA 1 月 22 日（木）9時～ 9時30 分 篠栗幼稚園正門前
勢門幼稚園 PTA 1 月 23 日（金）9時～ 9時30 分 勢門幼稚園職員駐車場
篠栗イーグルス 1月 25 日（日）8時～10 時 篠栗交番横広場

北勢門小学校 PTA 1 月 25 日（日）
   和田　8時 30 分～ 9時
   津波黒　8時～ 8時 30 分
   田中　8時～ 8時 30 分
   明治　8時～ 8時 30 分
   池の端　7時 30 分～ 8時
   ベンタナヒルズ　8時～ 8時 30 分

各家庭前または健康広場
各家庭前または津波黒公民館
各家庭前または田中公民館
各家庭前または明治公民館
三角広場
1号館前・11 号館イベント
広場前・16 号館ゴミ収集所前

和田老人クラブ新寿会 2月 5日（木）8時～10 時 和田公民館前

　新聞、雑誌、段ボール、古布、牛乳パック（洗って開いたもの）、アルミ缶、
スチール缶、ペットボトル（ラベルをはずしたもの）、ペットボトルキャッ
プの回収をします。出す方は、時間と場所を確認し、きちんと分別して時間
内に所定の場所に持って行ってください（天候などで、変更になることもあ
ります）。

※学校の PTA 実施のリサイクル回収について（青色）
　各学校の校区の方は、学校からのお知らせ（回覧板など）のとおりの
出し方で出してください。校区外の方で利用する方は、時間内に指定場
所に持って行ってください。

　　　　　　　　　　　　　 問 役場福祉環境課（内線 224）

申  申し込み　　問 問い合わせくらしの情報
町　か　ら

年末年始の「ごみ収集、自己搬入・し尿くみ取り・
資源回収ストックヤードの開放」について

●ごみ収集 
・休止期間／12月31日(水)～1月4日(日)

●粗大ごみの収集  
・年末最終受付日・収集日／12月30日(火)    ・年始受付開始日／1月5日(月) 
○依頼先／西日本環境整備(株)　☎(947)0349
　　　　  (株)篠栗清掃センター　☎(948)5353

●クリーンパークわかすぎへのごみの自己搬入について
・受入休止期間／12月29日(月)～1月4日(日)   
なお、12月27日は土曜日のため休みです。
注)持ち込みには許可証(役場福祉環境課で発行)が必要です。

●し尿くみ取り 
・休止期間／12月31日(水)～1月4日(日)
○依頼先／(有)篠栗営業センター ☎(947)0349

●資源回収ストックヤード 
・休止期間／12月30日(火)～1月3日(土)　

●問い合わせ／役場福祉環境課（内線224）

日　　付
ごみ収集日

ごみ自己搬入 ストック
ヤード地　区 種　類

12月26日（金）【南側・西側】 燃えるごみ
12月27日（土） 休  み
12月28日（日）
12月29日（月）【北　　  側】 燃えるごみ

休  み

12月30日（火）【南側・西側】 燃えるごみ

休  み
12月31日（水）

休　み
１月１日（木）
 １月２日（金）
１月３日（土）
１月４日（日）
１月５日（月）【北　　  側】 燃えるごみ
１月６日（火）【南側・西側】 燃えるごみ
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おはなしの会
下町区育成会

和田幼稚園保護者会

篠栗幼稚園PTA

和田幼稚園保護者会 おはなしの会

子ども上映会

将棋にちょうせん

ブックスタート
ブックスタート

勢門幼稚園PTA
ブックスタート

ブックスタート

英語えほんのおはなし会

ぱんだ（たけ児）

うさぎ（たけ児）

ぱんだ（すぎ児）

うさぎ（すぎ児）
うさぎ（やま児）

ぱんだ（やま児）

■クリエイト篠栗／5日・19日・26日・2月2日　　1日～4日・12日（完全休館日）
■オアシス篠栗／5日・13日・19日・26日・2月2日
■カブトの森公園／5日・13日・19日・2月2日　　1日～4日・26日（完全休園日）
■図書館／1日～5日・13日・19日・26日～2月4日　　■歴史民俗資料室／1日～4日・12日

今月のお知らせ

税の無料相談（要予約） 
　　 商工会問申

キャラクター折り紙を作ろう
(親子 )　すぎ児　詳13p詳

「篠栗の横穴～松浦横穴墓
群出土品～」（3月 1日ま
で）歴史民俗資料館 2 階  
詳 9p詳

ぐり’s ママストレッチ
エクササイズ教室
オアシス篠栗  詳 11p詳

成人式　クリエイト篠栗
 詳 12月号 1p詳

町消防団出初式　カブトの森
公園多目的グラウンド

パブリックコメント開始
(30 日まで )　詳 15p詳

平成 27 年度クリエイト篠
栗定期利用申請受付開始
（23日まで）　詳 9p詳

認可保育所・認定こども園利用者申込（新
規）募集開始（16日まで）　詳 12月号 4p詳

総合健診 (2 月分 ) 予約開始 (13
日まで ) 　申健診予約センター申

わんぱく広場「お正月あそび」
(小学生 )　たけ児　詳 13p詳

わんぱく広場「お正月あそび」
(小学生 )　やま児　詳 13p詳

糟屋・宗像地区合同公売
会 in イオンモール福津　
詳 15p詳

九州市町村合同公売会 in
おおむら　詳 15p詳

ふるさとふれあい音楽カラオ
ケ祭　クリエイト篠栗　詳9p詳

せとっ子まつり　町民体育館・
勢門小学校運動場　詳14p詳

青健推北勢門校区研修会
篠北中パルズスクエア

町葬祭場（天空会館）見
学会　詳 11p

心配ごと相談　オアシス篠
栗2階　詳11p詳

心配ごと相談　オアシス篠
栗2階　詳11p詳

詳

おたのしみ会 ( 小学生 )　や
ま児　詳13p詳

みんなで遊ぼう ( 小学生 )　
すぎ児　詳13p詳

ぜんざい会 (全般 )
たけ児　詳13p詳

ぜんざい会（小学生）
やま児　詳13p詳

パパママ学級予約開始
（2月15日開催）　詳10p詳

ティータイム　たけ児　詳13p詳 ティータイム　やま児　詳13p詳

ティータイム　すぎ児　詳13p詳

●町長・議長から新年のごあいさつ　詳 1p　●病児保育ルーム「コスモス」から　詳 4p
●ふるさとの皆さまへ (東京篠栗会から )　詳 7p　●豊夫妻が居合道全国大会で優勝・3位　詳 8p　　
●女子柔道大会で川分さん優勝　詳 8p　●確定申告を受ける要介護認定者の皆さんへ　詳 10p
●嘱託職員 (保健師 )募集　詳 10p　●高齢者インフルエンザ予防接種はお済みですか？　詳 10p
●社協会長から新年のごあいさつ　詳 11p　●抱っこ法講習会　詳 11p
●すまいるサロン、すまいるサロン・キッズ開催中　詳 11p　●文化祭バザー寄付のお礼　詳 11p

今月の休館・休園日　

オアシス歩こう会（下町）

オアシス歩こう会（明治）

オアシス歩こう会（上町）

心配ごと相談　オアシス篠
栗2階　詳11p詳

まちの行事
カレンダー
月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat 日 Sun

2015 年

１月

リサイクル回収

リサイクル回収

リサイクル回収

リサイクル回収

リサイクル回収

西側
南側

西側
南側

ごみごみ

ごみごみ

西側
南側ごみごみ

西側
南側ごみごみ

西側
南側

西側
南側

西側
南側

ごみごみ

ごみごみ

ごみごみ

西側
南側ごみごみ

南側
ごみごみ

ごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側

西側
南側ごみごみごみごみ北側

ごみごみ北側 ごみごみ
北側

ごみごみ
北側

西側
ごみごみ

西側
ごみごみ

北側
ごみごみ

のびのび

図書館

図書館

図書館

図書館
図書館

リサイクル回収
図書館

図書館

図書館
図書館

のびのび

のびのび

のびのび

のびのび
のびのび

のびのび

燃えるごみ 燃えないごみ

※背景色→情報…■　募集…■　催し…■

ごみごみ

集団リサイクル回収   詳15p
図書館の催し   詳８p

カブトの森運動公園グラウンドゴルフコース午前中開放（3月まで休み）
リサイクル回収
図書館

グラウンドゴルフ

児童館のびのびのへや　詳13p

ごみごみ
詳細 問い合わせ　　　　申し込み詳 問 申

篠栗イーグルス　北勢門小学校PTA

和田老人クラブ新寿会

リサイクル回収

今月の納期
町県民税（4期）
国民健康保険税（7期）

ごみ収集休み ごみ収集休み ごみ収集休み ごみ収集休み２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

１

８

15

22

29

４

11

18

25

５

12

19

26

６

13

20

27

７

14

21

28

2/2 2/3 2/4 2/5

2/1

元日

成人の日

以下広告枠


